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資料編 



 
 
１．環境監視調査計画 

 
1.1 環境監視調査の位置付け 
 泡瀬地区では、環境影響評価の所定の手続き・検討を経て１)、工事の実施前から以下の項目について

監視調査を実施している。（資料編 p56,57参照） 
 
＜工事の実施＞：大気質、騒音、振動、水質、植物・動物＜鳥類、海藻草類（移植先含む）、 

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ、ｻﾝｺﾞ、ﾄｶｹﾞﾊｾ＞、比屋根湿地の汽水生物等 

 
監視調査結果については、委員会を設置し、専門家等の指導・助言を得て評価し、県文化環境部に報

告することとなっている２)。 
本監視調査は、異常時等における迅速な対応はもとより、長期的な視点でデータを蓄積し、調査結果

を今後の環境保全措置の検討へ活用していく観点から以下の点に留意して定めている。 

 
① 監視調査の視点 
② 不確実性の認識 
③ 評価体系の明確化 
④ 監視結果のフィードバック機能 
⑤ 監視体制 

 
 
 
 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
注 1)環境影響評価準備書公告・縦覧：平成11年４月９日(金)～５月10日（月） 

環境影響評価準備書に対する知事意見：平成11年10月12日（火） 

環境影響評価書公告・縦覧：平成12年３月23日(木)～４月24日（月） 

公有水面埋立承認（免許）、港湾管理者の意見：平成12年12月19日（火） 

 

  2)沖縄県知事の環境影響評価準備書に対する意見（抜粋） 

Ⅳ．事後調査・その他に関すること（抜粋） 

（１） 調査の実施に当たっては専門家等の指導・助言を得て行うこと。 

（２） 事後調査の結果に基づき、専門家等の指導・助言を得ながら保全対策について関係者間で調整のうえ、措置

を講じること。 

（３） 事後調査の結果及び講じられた対策については、調査終了後、すみやかに県に報告するとともに、公表する

こと。 
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1.2 評価の基本的な考え方 
 監視調査結果の評価に当たっては、監視基準を超えているかどうか、監視基準を超えている場合、工

事の影響によるものかどうかを評価し、工事の影響が明らかな場合、あるいは恐れがある場合の措置を

どのようにとるか判断することになる。 
監視基準として環境基準等の数値基準があるものは、これを監視基準にしている。数値基準がある場

合でも、これを超えた場合や、数値基準がない生物・生態系関連の項目については、以下の（１）→（３）

の順に検討し、調査結果にみられた変化の要因が工事によるものかどうかを評価する。 

 
（１） 事前調査結果における変動の範囲内か？ 
↓・事前調査結果における範囲を超えた場合は、生物の生態的な特性等を勘案し、自然変 
  動の範囲内かどうかを考察。 

 
（２） 周囲の環境変化によるものではないか？ 
↓・工事の影響が想定されない対照区や他の地点での監視調査結果と比較し、変化の要因 
  が工事によるものかどうかを考察。 
 

（３） 広域的な環境変化によるものではないか？ 
 ・琉球列島、日本全域、地球規模での環境変化を勘案し、変化の要因が工事によるもの

かどうかを考察。 
 ・例えばサンゴの白化など 
 

 具体的な監視項目別の評価の考え方を整理し表 1.2-1に示す。 
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表 1.2-1 工事の実施に係る監視項目別の評価の考え方 

評価指標  
 

監視項目等 
数値基準 

（１） 
事前調査における 
変動の範囲 

（２） 
周囲の環境変化 
（対照区との比較） 

（３） 
広域的な環境変化 

① 大気質 
② 騒音・振動 
③ 水質 

数値基準と

比較して評

価する。 

参考に事前調査の

データと比較す

る。 

数値基準を超えた場合は工事の区域

や周囲の状況等から原因を検討す

る。 

数値基準を超えた場合、事

前調査時の測定地点等の

状況に関する入手可能な

他機関の情報等をもとに

検討する。 

④ 鳥類 
事前調査の変動範囲を超えて減少し

た場合は周囲の状況等から原因を検

討する。 

入手可能な他機関の情報

等をもとに検討する。 

⑤ 海藻草類 

事前調査の変動範囲を超えて減少し

た場合は、周囲の状況等から原因を

検討する。 
 
（対照区との比較により工事の影響

を検討する。） 

入手可能な他機関の情報

等をもとに検討する。 

⑥ クビレミドロ 

事前調査の変動範囲を超えて減少し

た場合は、周囲の状況等から原因を

検討する。 
 
流入負荷調査結果、SS調査結果、海
藻草類の対照区との比較結果等を総

合的に考察し、工事の影響を検討す

る。 
（金武湾の屋慶名周辺を対照区と

し、工事の影響を検討する。） 

屋慶名周辺の状況と比較

し検討する。 

⑦ サンゴ 

事前調査の変動範囲を超えて減少し

た場合は、周囲の状況等から原因を

検討する。 
 
（対照区との比較により工事の影響

を検討する。） 

入手可能な他機関の情報

等をもとに検討する。 

⑧ トカゲハゼ 

事前調査の変動範囲を超えて減少し

た場合は、周囲の状況等から原因を

検討する。 
 
（別途調査による湾全体のデータを

対照区として利用する） 

別途調査による湾全体の

データをもとに検討する。 

工

事

中

の

監

視

項

目 

⑨ 比屋根湿地の 
汽水生物等 

数値基準は

無い 

事前調査における

変動の範囲と比較

して評価する。 

変化が生じて影響が想定された場合

は、周囲の状況等から原因を検討す

る。 
 
（地域性が強いため事前調査データ

と比較することで工事の影響を検討

する。） 

基本的には地域性の強い

場所であるため、広域性の

観点として、必要に応じて

類似のマングローブ湿地

における情報を収集し、検

討する。 
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1.3 監視基準 
 監視項目ごとの監視基準と評価方法を表 1.3-1に示す。 

 
1.4 評価・対応フロー 
 監視調査結果の評価・対応フローを図 1.4-1に示す。 
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表
1.

3-
1 
 
工
事
中
の
監
視
調
査
に
お
け
る
具
体
的
な
評
価
の
考
え
方

 
水
質

植
物
・
動
物

項
目
 

内
容
 
大
気
質
 

 
 

 
 

 
 

 
 

騒
音

振
動

基
本
監
視

余
水
吐

鳥
類

海
藻
草
類
 
移
植
先
の
海
草
藻
場
ｸ
ﾋ
ﾞ
ﾚ
ﾐ
ﾄ
ﾞ
ﾛ

サ
ン
ゴ

ト
カ
ゲ
ハ
ゼ

比
屋
根
湿
地
の
 

汽
水
生
物
等
 

監 視 項 目 

二
酸
化
窒
素

(
N
O
2
)
 

ベ
ン
ゼ
ン
 

騒
音
レ
ベ

ル
 

振
動
レ
ベ

ル
 

Ｃ
Ｏ
Ｄ
，
Ｓ
Ｓ
 

 ※
濁
度
も
同
時
に

測
定
 

濁
度
，
Ｓ
Ｓ
種
類
，
個
体
数
1
0
ｍ
×
10
ｍ

の
区
画
内
の

生
育
状
況
（
被

覆
状
況
）
 

移
植
先
に
お
け
る
海

草
の
活
着
状
況
及
び

生
育
被
度
、
移
植
先

の
藻
場
に
お
け
る
生

物
の
出
現
状
況
 

ク
ビ
レ
ミ
ド
ロ
の

分
布
、
生
育
状
況

1
0
ｍ
×
10
ｍ

の
区
画
内
の

被
度
（
生
サ
ン

ゴ
、
死
サ
ン

ゴ
）
、
群
体
の

大
き
さ
、
種
類

個
体
数
 

概
算
生
息
面
積
 

生
息
密
度
 

５
ｍ
×
５
ｍ
区
画

の
毎
木
調
査
、
そ

の
他
水
域
で
水

質
、
魚
介
類
、
甲

殻
類
 

監 視 基 準 

N
O
2:
1
時
間
値

の
1
日
平
均
値

が
0
.
04
pp
m
以

下
 

ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｾ
ﾞ
ﾝ
:
１
年

平
均
値
が
3
μ

g
/
m
３
以
下
 

(
環
境
基
準
相

当
)
 

環
境
基
準

の
類
型
相

当
、
及
び
特

定
建
設
作

業
の
規
制

基
準
8
5
 

d
B
(
A
)
以
下

道
路
交
通

振
動
に
係

る
要
請
限

度
、
及
び
特

定
 
 
  
  
  
 

建
設
作
業

の
規
制
基

準
7
5d
B
以

下
 

 

C
O
D：
2m
g/
L
以
下

（
環
境
基
準
Ａ
類

型
相
当
）
 

S
S:
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
濃
度
＋

1
0
m
g
/
L
 

S
S
:1
50
mg
/

L
以
下
（
日

間
平
均
で

1
0
0m
g/
L
以

下
）
 

工
事
前
の
状

況
と
比
較
し

て
、
生
息
状
況

が
大
き
く
変

化
し
な
い
こ

と
。
 

工
事
前
の
生

育
状
況
と
比

較
し
て
、
生
育

被
度
が
大
き

く
低
下
せ
ず
、

健
全
で
あ
る

こ
と
。
 

移
植
時
と
比
較
し
て

海
草
の
生
育
被
度
が

高
く
な
っ
て
お
り
、

藻
場
に
多
く
の
生
物

が
出
現
し
て
い
る
こ

と
。
 

工
事
前
の
生
育
状

況
と
比
較
し
て
、
分

布
、
生
育
状
況
が
大

き
く
変
化
し
な
い

こ
と
。
 

工
事
前
の
状

況
と
比
較
し

て
、
生
息
状
況

が
大
き
く
低

下
せ
ず
、
健
全

で
あ
る
こ
と
。

工
事
前
の
状
況

と
比
較
し
て
、
生

息
状
況
が
大
き

く
低
下
せ
ず
、
健

全
で
あ
る
こ
と
。

工
事
前
の
状
況
と

比
較
し
て
湿
地
環

境
が
大
き
く
変
化

し
な
い
こ
と
。
 

評 価 及 び 運 用 

N
O
2:
各
季
節
ご

と
の
7
日
間
に

お
け
る
1
時
間

値
の
日
平
均
値

の
う
ち
最
大
値

で
評
価
 

ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｾ
ﾞ
ﾝ
：
各
季

節
の
1
週
間
平

均
値
か
ら
算
出

し
た
1
年
平
均

値
で
評
価
 

地
点
ご
と

に
評
価
 

地
点
ご
と

に
評
価
 

S
S
の
ﾊ
ﾞ
ｯ
ｸ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ｳ
ﾝ

ﾄ
ﾞ
を
1
mg
/L
と
し

て
+
1
0m
g/
L
を
見

込
ん
で
評
価
 

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

判
断
す
る
た
め
濁

度
を
観
測
し
、
管

理
目
標
を
11

（
度
）
以
下
と
し

て
監
視
す
る
。
 

  

S
S
:1
50
mg
/

L
以
下
（
日

間
平
均
で

1
0
0m
g/
L
以

下
）
 

（
余
水
吐

稼
動
時
に

検
討
）
 

・
総
種
類
数
、

総
個
体
数
 

・
シ
ギ
・
チ
ド

リ
・
カ
モ
類
の

種
類
数
、
個
体

数
 

 ○
全
地
点
、
地

点
ご
と
に
事

前
調
査
結
果

と
比
較
 

・
主
要
構
成
種

と
生
育
被
度

 ○
地
点
ご
と

に
事
前
調
査

調
査
結
果
と

比
較
、
対
照
区

と
の
比
較
 

（
環
境
保
全
・
創
造

委
員
会
で
検
討
、
評

価
す
る
。）
 

・
事
前
調
査
時
の
分

布
域
と
最
新
分
布

域
の
重
ね
合
わ
せ

・
生
育
面
積
の
年
間

最
大
値
 

○
事
前
調
査
結
果

と
比
較
、
対
照
区
と

の
比
較
 

な
お
、
参
考
の
た
め

S
S
を
調
査
し
監
視

基
準
7
mg
/L
以
下

と
す
る
。
 

・
生
存
被
度
 

・
死
亡
被
度
 

・
種
類
数
 

 ○
地
点
ご
と

に
事
前
調
査

結
果
と
比
較
、

対
照
区
と
の

比
較
 

・
個
体
数
 

・
生
息
面
積
 

 ○
事
前
調
査
結

果
と
比
較
 

・
魚
類
、
甲
殻
類
、

軟
体
動
物
に
つ
い

て
各
総
種
類
数
 

 ○
事
前
調
査
結
果

と
比
較
 

○
毎
木
調
査
、
水

質
調
査
は
湿
地
環

境
の
与
条
件
(
自

然
変
動
)
と
し
て

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
 

備 考 

実
施
し
た
調
査

の
過
半
数
で
基

準
を
超
過
し
た

場
合
、
対
応
を

検
討
す
る
。
 

地
点
ご
と
に
、
実
施
し
た

調
査
の
過
半
数
で
基
準
を

超
過
し
た
場
合
、
対
応
を

検
討
す
る
。
 

管
理
目
標
を
超
過
し
た
場
合
、
翌

日
も
調
査
 

３
日
間
連
続
し
て
管
理
目
標
を

超
過
し
た
場
合
、
対
応
を
検
討
す

る
。
 

事
前
調
査
に
お
け
る
変
動
の
範
囲
を
超
過
し
た
場
合
、
周
囲
の
環
境
変
化
（
対
照
区
と
の
比
較
）
、
広
域
的
な
環
境
変
化
等
に
つ
い
て

検
討
し
、
変
化
が
工
事
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。
 

 

注
）「
監
視
項
目
」
と
「
監
視
基
準
」
は
環
境
影
響
評
価
の
図
書
で
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
「
評
価
及
び
運
用
」
等
で
具
体
的
な
対
応
を
整
理
し
た
。
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図 1.4-1  監視調査結果の評価・対応フロー（案） 

監視調査計画
監視調査

現地調査
目視観測
分析・解析

異常の有無
（予測も含む）

工事影響の判断

緊急対策の実施

原因の究明・対策の検討

あり

あり

未解決

問題なし

あり

問題解決

なし

指
導　

助
言

Start

対策の実施
(工法の変更など）

環境保全・創造委員会

Start

なし

環境監視委員会

評価

定例委員会臨時委員会

評価

新たな環境保全措置
の必要性等の検討

なし新たな環境保全措置
の検討

提案

HP等への掲載

HP等への掲載

あり：技術的課題なし

あり：技術的課題あり



2. 環境監視調査結果の検討 

平成 14 年度までの環境監視調査結果についてとりまとめた。 

2-1 

 



2-2 

2.1 環境監視調査の概要 

(1) 工事の実施状況 

工事については、平成 14 年度から着手した。平成 14 年度の工事の実施状況については、

工事施工位置を図 2.1-1 に示し、工事スケジュールを表 2.1-1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1-1  平成 14 年度の工事施工位置図 

表 2.1-1  平成 14 年度の工事スケジュール 

 

 

注）1.年末年始等は、工事は行っていない。 

  2.本格的な海上工事は、12 月中旬より開始。 

 

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

海上作業
仮設橋梁工事

2月 3月　　　　　　　年月

工事

10月 11月 12月 1月



2-3 

(2) 環境監視調査のスケジュール 

平成 15 年 3 月までの監視調査のスケジュールを表 2.1-2 に、監視調査実施期間中の日

降水量を図 2.1-3 に、日平均気温を図 2.1-4 に示した。また、平成 14 年度の沖縄県への

台風接近状況を表 2.1-3 に示し、併せて台風接近時の中城湾における波浪状況を図 2.1-5

に示す。 

監視調査の実施状況を表 2.1-4 に示し、監視調査の位置図を図 2.1-2 に示した。 

 

表 2.1-2  平成 14 年度（工事前及び工事中）における環境監視調査の実施日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 0 2000m 1000 

＜凡例＞ 
：大気質の監視地点 
：騒音・振動の監視地点 
：水質の監視地点 
 ：植物・動物（鳥類）の監視地点 
：植物・動物（オカヤドカリ）の監視地点 
：植物・動物（海藻草類）の監視地点 
 ：植物・動物（クビレミドロ）の監視位置 
：植物・動物（サンゴ）の監視地点 
 ：植物・動物（トカゲハゼ）の監視地点 
 ：干潟生物生息監視調査位置 

＜凡例（比屋根湿地に関わる調査）＞ 
 ：毎木地点調査 
：水質、魚介類、甲殻類調査点 

比屋根湿地（拡大図）

注）海藻草類の対照区は除く。 

図 2.1-2 環境監視調査（工事前及び工事中）の位置図 
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注）中城湾南側（那覇市中心部より南東に約 17km）の糸数気象レーダー観測所における観測データによる。 

図 2.1-3(1)  調査期間中の日降水量と調査実施日（平成 14 年 4 月～9 月） 
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注）中城湾南側（那覇市中心部より南東に約 17km）の糸数気象レーダー観測所における観測データによる。 

図 2.1-3(2)  調査期間中の日降水量と調査実施日（平成 14 年 10 月～平成 15 年 3 月） 
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注）中城湾南側（那覇市中心部より南東に約 17km）の糸数気象レーダー観測所における観測データによる。 

図 2.1-4(1)  調査期間中の日平均気温と調査実施日（平成 14 年 4 月～9 月） 
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注）中城湾南側（那覇市中心部より南東に約 17km）の糸数気象レーダー観測所における観測データによる。 

図 2.1-4(2)  調査期間中の日平均気温と調査実施日（平成 14 年 10 月～平成 15 年 3 月） 

2-8 



表 2.1-3  平成 14 年度における沖縄県への台風接近履歴 

最大瞬間風速 40m/s を
記録した台風期間中の

1/3有義波高（m）とそ
の周期（秒） 

中城湾への最接

近日 号数 
中城湾最接近時におけ

る那覇気象官署の最大

瞬間風速(風向) 

中城湾最

接近時の

中心気圧 
波高（m） 周期（秒） 

６月 10日 台風４号 23.3 m/S（南） 975 hPa   
７月 4日 台風５号 40.8 m/S（南南東） 945 hPa 7.20 11.5 
７月 8～９日 台風６号 14.2 m/S（東北東） 930 hPa   
７月 12日 台風８号 25.4 m/S（南東） 985 hPa   
７月 14～15日 台風７号 40.1 m/S（南西） 945 hPa 8.94 12.6 
７月 26～27日 台風 11号 9.8 m/S（西北西） 960 hPa   
８月 29～30日 台風 15号 29.7 m/S（西） 950 hPa   
９月 4～5日 台風 16号 57.4 m/S（南南東） 950 hPa 7.63 13.3 
注）1.最大瞬間風速（風向）は、台風の最接近時の那覇気象官署（沖縄気象台敷地内）における観測値である。 
注）2.沖縄県への接近とは、台風の中心が、那覇、名護、久米島、宮古島、石垣島、西表島、与那国島、南大東島の
いずれかの気象官署から 300km 以内を通過することをいう。 
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図 2.1-5  台風接近時の中城湾港の波浪の状況（1/3 有義波高）
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(3) 監視調査の実施状況 

表 2.1-4 平成 14 年度の監視調査実施状況（工事前及び工事中） 
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     内容 
項目 

監視項目 
地点数 監視頻度 調査方法 

大気質 二酸化窒素 
ベンゼン 埋立計画地背後の１地点(St.1) 年４回（夏、秋、冬、春） 

各季節に７日間連続観測。二酸化窒素は JIS-B-7953 1997、吸光光度方式（ザルツマン試薬吸光光度法）に基づく自動測定
機により連続測定。ベンゼンは環境庁告示４（平成 9 年 2 月 4 日）「ベンゼン等による大気の汚染にかかる環境基準につい
て」に基づくキャニスター採取－ガスクロマトグラフ質量分析法により７日間連続測定。 

騒 音 道路交通騒音 埋立計画地周辺 5地点 夏、秋、冬、春の年４回 (４地点) 
秋、春の年2回（1地点） 

環境庁告示 64（平成 10 年 9 月 30 日）「騒音にかかる環境基準について」に基づく方法で、平日１日間、6:00～22:00 の毎
正時から 10分間の測定。 

振 動 道路交通振動 埋立計画地周辺 5地点 夏、秋、冬、春の年４回 (４地点) 
秋、春の年2回（1地点） 

総理府令 58（昭和 51 年 11 月 10 日）「振動規制法施行規則」に基づく方法で、平日１日間、7:00～19:00 の毎正時から 10
分間の測定。 

水質（海域） ＣＯＤ 
ＳＳ 埋立計画地周辺 4地点 各月 1回 

バンドーン採水器を用いて表層水（海面下 0.5ｍ）を採取し、冷暗所保存し、分析。分析方法は、以下のとおり。 
COD：日本規格協会発行（1998）の工場排水試験方法 JIS-K-0102 1998 17に基づき分析。（環境庁告示第 59号（昭和 46
年 12月 28日） 

SS：環境庁告示（昭和 46年 12月 28日）第 59号 付表 8に基づき分析。 

鳥 類 種類 
個体数 埋立計画地周辺５地点 夏、秋、冬、春の年４回（平成13年度） 

ポイントセンサス調査。満潮時と干潮時の 2回、各々当該潮時の前後 3時間以内の時間帯に、所定の位置に 30分間留まり、
識別可能範囲（半径 300m 程度の陸海域で主に干潟域）で観察。調査にあたっては、8～10 倍の双眼鏡と 20～60 倍のスポ
ッティングスコープ（望遠鏡）を併用。 

海藻草類 10ｍ×10ｍの区画内の生育状
況(被覆状況) 

埋立計画地周辺の比較的海草類の生
育被度が高い代表的な藻場 5地点及び
対照区の 3地点 

年２回（夏、冬） 潜水（スクーバダイビング）により目視観察し、現地で行ったスケッチ・記録等に基づく分析、整理。 

クビレミドロの分布、生育状況 図－1.1.1に示す範囲内 4、6、1、3月 光波測距儀による生育分布域の確認 
代表的な地点で方形枠（50cm×50cm）内の群体数、上位 10群体の長径を測定、生育状況の写真撮影。 

クビレミ
ドロ 

SS（濁度からの換算値） 

埋立計画地周辺 12地点 
（生息地 1地点、基本監視地点３地点、
補助監視地点３地点、沖合２地点、仮
説橋梁工事現場近く２地点） 

工事中については毎日 2回 一日 2回（午前 10時、午後 3時）に、現場観測及び濁度計による濁度の観測。濁度は、上層（海面下 0.5m）、中層（上層、
下層の中間水深）、下層（海底上 0.2m）にて観測し、SS（mg/L）に換算して記録。 

サンゴ 
10ｍ×10ｍの区画内の被度（生
サンゴ、死サンゴ）、群体の大
きさ、種類 

埋立計画地周辺の比較的サンゴ類の
生育被度が高い、代表的なサンゴ類を
含む 3地点 

年２回（夏、冬） 潜水（スクーバダイビング）により目視観察し、現地で行ったスケッチ・記録等に基づく分析、整理。 

植物 

・ 

動物 

 

トカゲハ
ゼ 

個体数 
概算生息面積 
生息密度 

泡瀬ベイロード東側 年４回 
日中の干潮時に双眼鏡を用いてトカゲハゼ成魚生息数を計数。生息面積については、光波測距儀を用いて陸上の基点から生
息地周囲の位置を順次測距し、地図上に図化、面積を算出。（調査は沖縄県土木建築部が別途実施：結果の整理にあたって
は「中城湾港（新港地区）トカゲハゼ生息状況等監視調査業務」（沖縄県土木建築部）の速報を引用） 

５ｍ×５ｍ区画の毎木調査 比屋根湿地マングローブﾞ林で５地
点、 年２回（夏、冬） 5m×5m区画内での生育種類別位置、樹高、幹の太さ、樹幹投影等の調査。 

魚類、甲殻類、軟体動物 年２回（夏、冬） タモ網による定性採集、スコップを用いて底質中に生息する底生生物の確認、刺網、カニカゴのトラップによる捕獲、目視
観察による出現種の同定。 

工
事
中
の
監
視
項
目 

比屋根湿地の 
汽水生物等 

汽水域水質 
比屋根湿地内で２地点 

年２回（夏、冬） 

表層水の採取、分析。分析方法は以下のとおり。 
COD：日本規格協会発行（1998）の工場排水試験方法 JIS-K-0102 1998 17に基づき分析。（環境庁告示第 59号（昭和 46
年 12月 28日） 

SS：環境庁告示（昭和 46年 12月 28日）第 59号 付表 8に基づき分析。 
塩分：海洋観測指針 8.2 サリノメーター法 

オカヤドカリ 種類数 
個体数 埋立計画地周辺４地点 年１回(秋季) 定性調査：汀線部から陸側の植生のある場所までの範囲（約 50m区間）踏査による日中の目視観察。 

トラップ調査：１箇所あたりトラップを 2個設置し、翌日回収して、現地にて種の同定と計数。 

底質及び間隙水の水質 
底質：粒度組成、ｐH、硫化物、
COD、TOC、T-N、T-P,クロロ
フィル a 
間隙水：ｐH、塩分、DO、COD、
TOC、T-N、T-P 

年２回（夏、冬） 

底質：各調査地点において、表層の干潟泥を採取し、分析。分析方法は、以下のとおり。 
粒度組成：JIS-A-1204 2000、ｐH：新編水質汚濁調査指針 第 5章 ガラス電極法 
硫化物：底質調査方法（昭和 63年度環水管第 127号）Ⅱ17 
COD：底質調査方法（昭和 63年度環水管第 127号）Ⅱ20、TOC：CHNコーダーによる 
T-N：底質調査方法（昭和 63年度環水管第 127号）Ⅱ18、 
T-P：底質調査方法（昭和 63年度環水管第 127号）Ⅱ19、クロロフィル a：海洋観測指針 9.6.1 抽出蛍光法 
間隙水：各調査地点において、干潟面を 30cm程度掘り、干潟からの滲出水を直接採取し、分析。分析方法は以下のとおり。 
ｐH：JIS-K 0102 1998 12.1 ガラス電極法、塩分：海洋観測指針 1999（第 1部） 5.3 
DO：JIS-K-0102 1998 32.1、COD：JIS-K-0102 1998 17、TOC：JIS-K-0102 1998 22 
T-N：JIS-K-0102-1998 45.4、T-P：JIS-K-0102 1998 46.3.1 

干潟生物(マクロベントス、メイ
オベントス、ミクロベントス、
微小藻類、バクテリア) 

年２回（夏、冬） 

マクロベントス：各調査地点において 4 ヶ所から方形枠内（30cm×30cm）の干潟泥を採取し、得られた試料を 1mm 目の
ふるいにかけ、ふるい上に残った全生物を固定後、種類数、個体数、湿重量について分析。 

メイオベントス・ミクロベントス：各調査地点において 4ヶ所からアクリルコア（内径 5cm）による柱状採泥（深さ 10cm）
を行い、固定後、1mm 目及び 0.04mm 目のふるいにかけ、1mm 目を通過し 0.04mm 目に残ったものを
メイオベントス試料とし、0.04mm 目を通過したものをミクロベントス試料とし、種類数、個体数につい
て分析。 

微小藻類：アクリルコア（内径 5cm）による柱状採泥（深さ 10cm）を行い、固定後、種類数、細胞数について分析。 
バクテリア：アクリルコア（内径 5cm）による柱状採泥（深さ 1cm）を行い、数 gを分析用とし、好気性、嫌気性のバクテ

リアのコロニー数について分析。 

補
足
項
目 干潟生物生息
状況 

干潟生物の目視観察 

残存予定干潟域の 10地点 

年２回（夏、冬） 各調査点を中心として半径 10m以内の底質の外観、浮泥状況、生物生息孔、大型生物等について目視観察（CR法） 



2.2  平成 14年度環境監視調査結果（工事前及び工事中）の概要 

(1) 大気質 

大気質調査地点を図 2.2-1 に示す。監視調査は St.1 において、二酸化窒素とベンゼンについ

て行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2-1 大気質調査地点 
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○二酸化窒素 

監視調査結果を表 2.2-1 に示す。平成 14 年度調査における二酸化窒素の日平均値の最

大値は、各季節とも監視基準を満たしていた。 

○ベンゼン 

監視調査結果を表 2.2-2 に示す。平成 14 年度調査におけるベンゼンの１年平均値は、

監視基準を満たしていた。 

 

表 2.2-1  二酸化窒素の監視基準の適合状況 

                                 単位（ppm） 

年度 月
（参考）
１時間値最大値

1時間値の１日
平均値の最大値

適・否 監視基準

8 0.01 0.00 ○
11 0.03 0.02 ○
1 0.04 0.03 ○
9 0.02 0.01 ○
11 0.03 0.01 ○
1 0.05 0.02 ○
3 0.04 0.01 ○
8 0.01 0.00 ○
11 0.04 0.01 ○
1 0.04 0.02 ○
3 0.06 0.02 ○

平成12年度

平成13年度

平成14年度

0.04

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.2-2  ベンゼンの監視基準の適合状況 

                             単位（μg／m3） 

年度 月
１週間
平均値

1年
平均値

適・否 監視基準

8 0.4
11 1.4
1 0.3
9 0.7
11 0.8
1 2.0
3 2.0
8 0.5
11 1.7
1 2.1
3 1.5

0.7

1.4

1.5

○

○

○

3

平成12年度

平成13年度

平成14年度

 

 

 

 

 

 

 
注）適・否の欄の○×は監視基準の適合状況を示す。なお、ベンゼンの１年平均値は１週間平均値から算出したも

ので、環境基準における評価の際の１年平均値（１か月に１回 24時間採取、12か月の結果の平均値）とは異
なる。 
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(2) 道路交通騒音及び道路交通振動 

道路交通騒音及び道路交通振動の調査地点を図 2.2-2 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 2.2-2 道路交通騒音・振動調査地点 
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○道路交通騒音 

監視調査結果を表 2.2-3 に示す。平成 14 年度調査結果について、監視基準と比較する

と、各季節とも監視基準値を満たしていた。なお、平成 12 年度 11 月に、St.5 において監

視基準を超えていたが、工事による影響ではない。 

○道路交通振動 

監視調査結果を表 2.2-4 に示す。平成 14 年度調査では、道路交通振動については、各

季節とも全ての調査で監視基準を満たしていた。 

表 2.2-3  道路交通騒音の監視基準の適合状況 

                    単位（dB） 
年度 月 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6

69 66 69

（○） （○）
69 66 71
（○） （○） （×）
70 66 70
（○） （○） （○）
68 66 59 69
（○） （○） （○） （○）

69 65 59 69 69
（○） （○） （○） （○） （○）
65 67 59 70
（○） （○） （○） （○）
64 67 58 69 69
（○） （○） （○） （○） （○）
65 66 58 70

（○） （○） （○） （○）
66 66 58 70 69
（○） （○） （○） （○） （○）
65 66 60 70
（○） （○） （○） （○）
66 66 61 70 69
（○） （○） （○） （○） （○）

70 70 65 70 70

Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

4 2 2 4 4

監視基準

類型指定

車線数

平成14年度

2

10

平成12年度

平成13年度

11

1

3

11

1

3

8

8

11

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注 1.環境基準の類型あてはめについては、Ｓt.２,Ｓt.３,Ｓt.５,St.６は「幹線交通を担う道路に近接する空間」による。また、
Ｓt.４は「道路に面する地域」による。 

注 2.測定結果の（ ）内の○×は、監視基準の適合状況を示す。 
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表 2.2-4  道路交通振動の監視基準との適合状況 

                       単位（dB） 
年度 月 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6

35 35 43

（○） （○） （○）
34 36 42
（○） （○） （○）
35 37 42
（○） （○） （○）
35 35 32 43
（○） （○） （○） （○）
35 36 26.6 43 35.9

（○） （○） （○） （○） （○）
36 36 23 43
（○） （○） （○） （○）
35 37 25.5 43 36.8

（○） （○） （○） （○） （○）
34 36 26 41
（○） （○） （○） （○）
35 35 28 41 37

（○） （○） （○） （○） （○）
33 36 30 44
（○） （○） （○） （○）
34 36 32 43 37
（○） （○） （○） （○） （○）

70 70 65 70 70監視基準

平成12年度

8

11

2

平成13年度

10

11

1

3

平成14年度

8

11

1

3

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注 1.Ｓt.２は振動規制法に基づく区域区分の第２種区域に、Ｓt.３，Ｓt.４,Ｓt.５,Ｓt.６は第１種区域に指定されている。 
注 2.測定結果の（ ）内の○×は、監視基準の適合状況を示す。 
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(3) 水質 

監視調査における水質調査地点を図 2.2-3 に示し、監視調査結果を図 2.2-4 及び図 2.2-5 に

示す。工事前のＣＯＤ濃度は、平成 14 年度調査によると、監視基準（環境基準のＡ類型相当）を

満たしていた。工事中においても同様で、監視基準（環境基準のＡ類型相当）を満たしていた。

なお、St.１では平成13年６月と11月の２回、監視基準を超えているが工事による影響ではない。 

SS についても、工事前、工事中とも監視基準である 11mg／L（バックグラウンド濃度 1mg／L

＋10mg/L）を満たしていた。なお、濁度の測定を併用することで、濁り（SS）及び CODの監視

基準を超過しているか否かを現場にて簡易的に判断※し、3日間連続して超過していた場合、対応

を検討する。 

※ 判断の基準である濁度（度）と SS（mg／L）の換算式は以下のとおりで、SS（mg／L）の

監視基準値（11mg／L）を満たす濁度の値が 13.5（度）であることを勘案し、濁度 11.0（度）

を管理目標とする。 
 ｙ=0.8303ｘ-0.2184 

ｙ：SS（mg／L）、ｘ：濁度（度）、r2=0.8992 
   ただし、濁度＜１の場合、濁度 1.0として計算    
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図 2.2-3 水質調査地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）環境影響評価時の水質調査地点
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(4) 鳥類 

監視調査における鳥類調査地点を図 2.2-6 に示す。また、監視調査のポイントセンサス

調査（定点調査）から得られた各季節の種類数と個体数の経時変化を図 2.2-7 に示す。平

成 14 年度調査の工事中の秋季・冬季の種類数及び個体数については、過去の変動の範囲内

にあった。 

また、各季節の鳥類の種の分布状況を図 2.2-8 に、個体数の分布状況を図 2.2-9 に示す。

St.7 において、秋季、冬季に鳥類が多く観察されている。 

また、干潟を代表する鳥類として、シギ・チドリ類の各季節の種類数と個体数の経時変

化を図 2.2-10 に示す。平成 14 年度調査の工事中の秋季・冬季のシギ・チドリ類の種類数、

個体数についても、過去の変動の範囲内にあった。 

また、各季節のシギ・チドリ類の種の分布状況を図 2.2-11 に、個体数の分布状況を図 

2.2-12 に示す。 

なお、上げ潮時の行動観察において、仮設橋梁工事が行われている St.7 付近の浅瀬で、

平成 13 年度調査では鳥類の休息が観察されたが、平成 14 年度冬季調査時（工事中）にお

いては、そのような行動はみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2-6 鳥類調査地点 
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    (注)1.環境影響評価時の総種類数は、平成 12 年度以降の監視調査と同一地点のみの集計値を示す

（監視調査では、環境影響評価時の St.4に該当する調査地点は設定されていないため。） 
       2.     は、工事中の.結果であることを示す。 

 

図 2.2-7(1) 鳥類出現状況（種類数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    (注)1. 環境影響評価時の総種類数は、平成 12 年度以降の監視調査と同一地点のみの集計値を示す

（監視調査では、環境影響評価時の St.4に該当する調査地点は設定されていないため。） 
       2.     は、工事中の.結果であることを示す。 

 

図 2.2-7(2) 鳥類出現状況(個体数) 
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視調査では、環境影響評価時の St.4に該当する調査地点は設定されていないため。） 
       2.     は、工事中の.結果であることを示す。 

 

図 2.2-10(1)  シギ・チドリ類出現状況（種類数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    (注)1. 環境影響評価時の個体数は、平成 12年度以降の監視調査と同一地点のみの集計値を示す（監

視調査では、環境影響評価時の St.4に該当する調査地点は設定されていないため。） 
       2.     は、工事中の.結果であることを示す。 

 

図 2.2-10(2)  シギ・チドリ類出現状況（個体数） 
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(5) 海藻草類 

監視調査における海藻草類調査地点を図 2.2-13に示し、監視調査結果を図 2.2-5に示す。

海藻草類については、工事中の海水の濁り等による生育への影響を最も的確に判断できる

項目として、海藻草類群落の被度を調査した。 

平成 14年度調査では、特に St.1で夏季（8月）に被度が低下していたが、7月に来襲し

た台風の影響によるものと考えられる。今後の回復状況の如何によっては監視点として適

当でないことも考えられるため、移設の可能性も含めて周辺の状況も観察することとする。 

工事中の被度は、St.2、St.3 において、変化の有無の目安としている「工事前の変動範

囲」を超えて減少していた。しかし、この２地点については、工事前から減少傾向にある

ことが明らかであるため周辺の藻場に補助的な観察場所を追加し、海域の水質監視結果と

の関連性も考慮しながら、今後も注意深く監視を続けることする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）St.1～５：監視区、St.6～８：対照区 

図 2.2-13 海藻草類調査地点 
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表 2.2-5(1) 10ｍ×10ｍコードラートにおける藻場の主要構成種の生育被度(監視区) 

平成 12年度 平成 13年度 平成 14年度 
夏 冬 夏 冬 夏 冬 

調査時期等 
 
調査地点 工事前 工事中 

変動範囲 
(工事前) 

St.1 
C.D.L－0.8m～－1.0m 70% 65% 70% 40% ＋ ＋ ＋～70% 

St.2 
C.D.L－2.5m～－2.7m 65% 60% 55% 40% 40% 30% 40～65% 

St.3 
C.D.L－0.6m～－1.1m 85% 80% 75% 75% 75% 65% 75～85% 

St.4 
C.D.L－0.6m～－0.7m 75% 60% 70% 65% 60% 60% 60～75% 

St.5 
C.D.L－0.5m～－0.8m 60% 70% 75% 75% 70% 70% 60～75% 

（注）1.＋は被度５％未満を示す。被度表示は５％単位で示す。 
2.平成 12年度の調査期日：平成 12年８月 10,11,12日、平成 13年２月５,６日 
3.平成 13 年度の調査期日：平成 13 年８月 15,27 日、平成 13 年 9 月 20,21 日、平成 14 年１月

31日,２月 1日 
4.平成 14年度の調査期日：平成 14年 8月 7～12日、平成 15年 1月 8～14日 

 

表 2.2-5(2) 10ｍ×10ｍコードラートにおける藻場の主要構成種の生育被度(対照区) 

平成 13年度 平成 14年度 調査時期等 
調査地点 

夏 冬 夏 冬 
変動範囲 

St.６ 
(C.D.L-1.1m) 50% 40% 30% 30% 30～50% 

St.７ 
(C.D.L-2.9m)  45% 45% 45% 45% 45% 

St.8 
(C.D.L-1.1m) － － － 45% － 

（注）1.＋は被度５％未満を示す。被度表示は５％単位で示す。 
     2.平成 13年度の調査期日：平成 13年８月 15,27日、平成 13年 9月 20,21日、平成 14年１月

31日,２月 1日 
3.平成 14年度の調査期日：平成 14年 8月 7～12日、平成 15年 1月 8～14日 



(6) クビレミドロ 

① クビレミドロの分布 

クビレミドロの分布面積の推移を図 2.2-14 に示す。 

また、平成 14 年度 3月（平成 14年度の工事中の調査のなかで最大の分布域が観察された）

におけるクビレミドロ分布状況（分布範囲）を工事前の分布域（工事前の調査において生

息が確認された全ての分布域）と比較した（図 2.2-15）。 

クビレミドロの季節的な消長は既往の知見やこれまでの監視調査結果から、12 月頃から

肉眼での確認が可能になって３月頃が最大になり、その後衰退して６月頃には認められな

くなることがわかっている。分布面積やその範囲は変動が大きいものの平成 15年 1月及び

3 月の分布面積は昨年度（平成 13 年度）の同時期と同様の 5,000 ㎡、12700 ㎡であり、工

事前の分布域とほぼ同様の区域であった。 
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図 2.2-14   クビレミドロの分布面積の経年変化 

注)分布範囲及び面積は、クビレミドロの分布域の縁辺部を線で結んだ範囲とその面積を示

す。なお、縁辺部の位置は基準点からの測量により求めた。 

2-36 



平
成
1
5
年

1
月
2
3
日

3
月
　
7
日

凡
　
　
例

過
去
（
平
成
1
2
年

度
～
平
成
1
4
年

度
4
月
ま
で
）
の
分

布
範
囲

          

2-37

            

図
 
2
.
2
-
1
5
 
 
ク
ビ
レ
ミ
ド
ロ
分
布
範
囲
の
工
事
前
と
工
事
中
（
平
成
1
5
年
1
月
、
3
月
）
の
比
較

 



② クビレミドロ生育域での濁りの状況 

クビレミドロの生育地への工事の影響をより注意深く監視するため、委員会の助言に基づ

いて図 2.2-16 に示す監視地点で濁りの監視調査を実施している。 

監視地点は、基本監視点と補助監視点の St.1～St.7 としており、その他に工事がクビレ

ミドロの生育地に及ぼす影響を総合的に判断するための情報として活用することを目的と

して沖合の St.8、St.9、仮設橋梁工事現場近くの St.10、St.11、流入水路からの影響を調

査するための St.Ａ～St.Ｄにおいても濁りの状況について調査を行っている。これらの地

点は、監視地点ではないものの、クビレミドロの監視にあたっては、一般の水質監視基準

より厳しい監視基準を設けて監視している。濁りの監視結果は図 2.2-17 に示すとおりであ

る（St.8～9、St.Ａ～St.Ｄの調査結果については、資料編に記載）。工事中において、監

視地点である St.1～St.7 においては、監視基準を超過する濁りは発生していなかった。 

 

注）クビレミドロ生育域における SS の監視基準は、7mg／L。（自然状態での濁りとして、

基本監視点・補助監視点における平常時の濁りをバックグラウンド値 5mg/L とし、これに

「水産用水基準」の SS 基準値である 2mg/L を工事影響の許容範囲として加えた値）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2-16  濁りの監視地点位置 
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表2.2－6（1）　　生息地(St.1)、基本監視地点(St.2～4)、補助監視地点(St.5～7)におけるＳＳ（mg/l）観測結果

観測日
監視点
生　　息　　地
（Ｓｔ．1）

3.3 1.7 2.2 3.2 2.6 2.7 0.0 1.9 2.2 0.9 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.4 1.3 3.0 0.0 3.2 1.7 0.0 1.4 1.9 0.0 1.3 1.7 1.9 0.0 5.0 2.7 2.7 2.6 1.1 1.3 1.4 1.9 1.4

Ｓｔ．2 2.2 0.0 1.5 0.0 1.8 0.0 0.0 0.0 1.1 0.0 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 0.0 0.0 4.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

Ｓｔ．3 2.2 2.2 0.7 0.0 2.2 0.0 0.0 0.0 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 0.0 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.8 0.0 0.0 4.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

Ｓｔ．4 2.2 0.9 0.4 0.0 0.7 0.5 0.0 0.0 1.5 0.0 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.7 0.0 0.0 3.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.4 0.0

基本監視地点
（Ｓｔ．2～4）

2.2 1.0 0.9 0.0 1.6 0.2 0.0 0.0 1.2 0.0 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 0.0 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 0.0 0.0 4.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0

Ｓｔ．5 1.8 1.1 0.6 0.0 0.0 2.7 0.0 0.0 2.4 0.0 1.1 0.0 0.0 0.0 1.3 0.0 1.3 0.0 0.0 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

Ｓｔ．6 2.2 0.0 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 1.4 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 0.0 1.7 0.0 0.0 3.5 0.0 0.0 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

Ｓｔ．7 2.2 0.7 0.4 0.0 1.1 0.0 0.0 0.0 2.2 0.0 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 0.0 0.0 3.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

補助監視地点
（Ｓｔ．5～7）

2.1 0.6 0.7 0.0 0.4 0.9 0.0 0.0 1.9 0.5 1.1 0.0 0.0 0.0 0.4 0.0 0.4 0.0 0.0 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 0.0 0.9 0.0 0.0 3.4 0.0 0.0 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

日総雨量 50.0 41.0 21.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 17.0 0.0 0.0 7.0 20.0 0.0 0.0 8.0 0.0 0.0 0.0 14.0 2.0 0.0 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.0 10.0 0.0 0.0 0.0 13.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 1.0 0.0 0.0

各観測地点のデータは、観測水深（上層・中層・下層）の平均値とした。

※週１調査より抜粋したデータ。

※　観測値は、定時観測 （10時、15時）の１日２回、上層（水面より50cm）、中層（上下層の中間）、下層（底下20cm）の

　　 各値の平均値とする。

●過去のデータ

（参考）　　Ｓｔ．10、11におけるＳＳ（mg/l）観測結果

観測日
監視点

Ｓｔ．10 10.4 3.8 4.7 6.9 5.3 7.1 5.5 4.0 3.5 4.4 4.4 4.0 4.0 3.3 2.8 3.8 4.4 2.4 3.1 4.1 4.2 3.7 4.6 3.7 3.1 4.3 4.2 1.7 5.0 2.9 3.5 6.6 3.4 3.5 2.8 3.5 3.2 2.9 4.2 2.9 5.5

Ｓｔ．11 10.4 4.9 6.9 7.2 7.1 6.8 7.1 6.7 5.9 4.6 5.1 4.9 4.8 4.2 4.1 4.4 4.2 9.1 5.5 7.8 8.0 7.1 6.1 4.8 4.0 6.3 8.2 3.9 7.3 6.4 5.1 8.2 4.8 5.5 6.2 5.4 3.2 4.2 9.3 10.6 6.6

Ｓｔ．10,11 10.4 4.3 5.8 7.0 6.2 7.0 6.3 5.3 4.7 4.5 4.8 4.5 4.4 3.7 3.4 4.1 4.3 5.7 4.3 5.9 6.1 5.4 5.3 4.2 3.5 5.3 6.2 2.8 6.1 4.6 4.3 7.4 4.1 4.5 4.5 4.4 3.2 3.5 6.7 6.8 6.0

日総雨量 50.0 41.0 21.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 17.0 0.0 0.0 7.0 20.0 0.0 0.0 8.0 0.0 0.0 0.0 14.0 2.0 0.0 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.0 10.0 0.0 0.0 0.0 13.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 1.0 0.0 0.0

各観測地点のデータは、観測水深（上層・中層・下層）の平均値とした。

※週１調査より抜粋したデータ。

１/24(金) １/25(土)１/19(日)
１/20(月)

※
１/21(火) １/22(水)１/16(木) １/17(金) １/18(土) １/23(木)１/12(日) １/13(月)

１/14(火)
※

１/15(水)１/８(水) １/９(木) １/10(金) １/11(土)１/４(土) １/５(日)
１/６(月)

※
１/７(火)12/31(火) １/１(水) １/２(木) １/３(金)12/27(金) 12/28(土) 12/29(日)

12/30(月)
※

12/23(月)
12/24(火)

※
12/25(水) 12/26(木)12/19(木) 12/20(金) 12/21(土) 12/22(日) １/26(日) １/27(月)

１/28(火)
※

１/29(水) １/30(木) １/31(金) ２/１(土) ２/２(日) ２/３(月)
２/４(火)

※

12/19(木) 12/20(金) 12/21(土) 12/22(日) 12/23(月)
12/24(火)

※
12/25(水) 12/26(木) 12/27(金) 12/28(土) 12/29(日)

12/30(月)
※

12/31(火) １/１(水) １/２(木) １/３(金) １/４(土) １/５(日)
１/６(月)

※
１/７(火) １/８(水) １/９(木) １/10(金) １/11(土) １/12(日) １/13(月)

１/14(火)
※

１/15(水) １/16(木) １/17(金) １/18(土) １/19(日)
１/20(月)

※
１/21(火) １/22(水) １/23(木) １/24(金) １/25(土) １/26(日) １/27(月)

１/28(火)
※

１/29(水) １/30(木) １/31(金) ２/１(土) ２/２(日) ２/３(月)
２/４(火)

※
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図2.2－17（1）　　生息地(St.1)、基本監視地点(St.2～4)、補助監視地点(St.5～7)におけるＳＳ（mg/ｌ）の推移
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（参考）　　St.10、11におけるＳＳ（mg/ｌ）の推移
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表2.2－6（2）　　生息地(St.1)、基本監視地点(St.2～4)、補助監視地点(St.5～7)におけるＳＳ（mg/l）観測結果

観測日

監視点
生　　息　　地
（Ｓｔ．1）

3.2 0.0 1.3 1.9 0.0 1.9 3.2 2.7 1.4 0.0 2.5 2.6 1.4 0.0 0.0 0.0 3.6 1.9 3.6 0.0 0.0 2.7 0.0 5.8 1.3 3.8 0.0 0.0 3.7 3.3 1.3 1.4 0.0 0.0 0.0 1.4 0.0 1.3 0.0 3.3 2.7 0.0 0.0

Ｓｔ．2 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.3 0.0 2.7 0.0 0.0 1.3 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

Ｓｔ．3 0.0 0.0 0.0 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.4 0.0 0.0 1.4 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.4 0.0 0.0 0.0 0.0 2.2 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.4 0.0 0.0

Ｓｔ．4 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.4 0.0 1.8 0.0 0.0 0.0 0.0 3.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

基本監視地点
（Ｓｔ．2～4）

0.9 0.0 0.0 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0 0.0 1.8 0.4 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 3.4 0.0 0.9 0.0 0.0 1.2 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 0.0 0.0 0.5 0.0 0.0

Ｓｔ．5 0.0 0.0 0.0 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.6 0.0 0.0 0.0 0.9 0.0 0.0 0.0 0.0 1.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

Ｓｔ．6 2.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.8 0.0 0.0 0.0 2.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

Ｓｔ．7 0.0 0.0 0.0 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

補助監視地点
（Ｓｔ．5～7）

0.9 0.0 0.0 0.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.4 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 0.0 0.0 0.0 0.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

日総雨量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 6.0 2.0 0.0 0.0 7.0 0.0 0.0 0.0 0.0 8.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.0 0.0 1.0 4.0 1.0 26.0 1.0 0.0 0.0 5.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 0.0 8.0 0.0 1.0 13.0

各観測地点のデータは、観測水深（上層・中層・下層）の平均値とした。

※週１調査より抜粋したデータ。

※　観測値は、定時観測 （10時、15時）の１日２回、上層（水面より50cm）、中層（上下層の中間）、下層（底下20cm）の
　　 各値の平均値とする。

●過去のデータ

（参考）　　Ｓｔ．10、11におけるＳＳ（mg/l）観測結果

観測日

監視点

Ｓｔ．10 2.8 1.9 2.2 3.4 3.5 2.1 1.7 3.9 4.9 3.6 4.4 6.0 5.3 6.6 0.9 3.3 3.3 4.1 4.7 3.9 5.3 2.4 3.3 8.1 6.2 4.9 7.1 5.3 4.2 3.4 4.0 6.1 3.5 2.7 3.8 2.9 3.4 3.7 3.6 7.2 5.7 5.5 5.3

Ｓｔ．11 5.7 7.2 4.3 4.9 4.1 5.1 5.7 9.5 7.9 7.4 6.2 6.4 7.8 6.4 6.2 5.3 5.5 6.0 5.9 5.7 8.2 5.1 6.9 10.8 7.3 7.6 8.0 7.2 6.6 7.8 6.2 7.6 4.4 5.5 5.1 4.0 4.8 5.1 6.1 9.1 6.5 6.0 7.6

Ｓｔ．10,11 4.3 4.6 3.2 4.2 3.8 3.6 3.7 6.7 6.4 5.5 5.3 6.2 6.5 6.5 3.5 4.3 4.4 5.0 5.3 4.8 6.7 3.7 5.1 9.5 6.7 6.3 7.6 6.3 5.4 5.6 5.1 6.8 4.0 4.1 4.5 3.4 4.1 4.4 4.9 8.1 6.1 5.7 6.4

日総雨量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 6.0 2.0 0.0 0.0 7.0 0.0 0.0 0.0 0.0 8.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.0 0.0 1.0 4.0 1.0 26.0 1.0 0.0 0.0 5.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 0.0 8.0 0.0 1.0 13.0

各観測地点のデータは、観測水深（上層・中層・下層）の平均値とした。

※週１調査より抜粋したデータ。

３/13(木) ３/14(金)３/８(土) ３/９(日)
３/10(月)

※
３/11(火)３/５(水) ３/６(木) ３/７(金) ３/12(水)３/１(土) ３/２(日) ３/３(月)

３/４(火)
※

２/25(火)
２/26(水)

※
２/27(木) ２/28(金)２/21(金) ２/22(土) ２/23(日) ２/24(月)２/17(月) ２/18(火)

２/19(水)
※

２/20(木)２/13(木) ２/14(金) ２/15(土) ２/16(日)２/９(日) ２/10(月) ２/11(火)
２/12(水)

※
２/５(水) ２/６(木) ２/７(金) ２/８(土) ３/15(土) ３/16(日) ３/17(月)

３/18(火)
※

３/19(水) ３/20(木) ３/21(金)

２/５(水) ２/６(木) ２/７(金) ２/８(土) ２/９(日) ２/10(月) ２/11(火)
２/12(水)

※
２/13(木) ２/14(金) ２/15(土) ２/16(日) ２/17(月) ２/18(火)

２/19(水)
※

２/20(木) ２/21(金) ２/22(土) ２/23(日) ２/24(月) ２/25(火)
２/26(水)

※
２/27(木) ２/28(金) ３/１(土) ３/２(日) ３/３(月)

３/４(火)
※

３/５(水) ３/６(木) ３/７(金) ３/８(土) ３/９(日)
３/10(月)

※
３/11(火) ３/12(水) ３/13(木) ３/14(金) ３/15(土) ３/16(日) ３/21(金)３/17(月)

３/18(火)
※

３/19(水) ３/20(木)
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図2.2－17（2）　　生息地(St.1)、基本監視地点(St.2～4)、補助監視地点(St.5～7)におけるＳＳ（mg/ｌ）の推移
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(7) サンゴ 
監視調査におけるサンゴ類調査地点を図 2.2-18に示し、監視調査結果を表 2.2-7 に示す。 
平成 14年度調査では、夏季調査時（工事前）に出現種類数が減少していた。枝状コモン
サンゴ類が主な出現種であるSt.3の生存被度については平成13年度の冬季に大きく減少し
ていたが、当年夏季の白化現象によるものと考えられる。また、St.1、St.2については、当
初から被度が低く、白化現象に対して耐性があると考えられる塊状ハマサンゴ類が主な出

現種となっているため、大きな変化は生じなかったとみられる。各地点でサンゴ類の生存

被度が低くなっていることから、今後の回復状況の如何によっては監視点として適当でな

いことも考えられるため、移設の可能性も含めて周辺の状況も観察することとする。 
工事中の被度は、St.3において、変化の有無の目安としている「工事前の変動範囲」を超
えて減少していた。しかし、工事前から減少傾向にあることが明らかであるため周辺に補

助的な観察場所を追加し、今後も注意深く監視を続けることする。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

図 2.2-18 サンゴ類調査地点 



2-42 

 

表 2.2-7(1)  10ｍ×10ｍコードラートにおけるサンゴ類被度調査結果 

（注）1.被度は、5％単位で示す。 
   2.＋は 5％を示す。 
   3.平成 12年度の調査期日：平成 12年 8月 24～25日、平成 13年 2月 7～8日 
   4.平成 13年度の調査期日：平成 13年 8月 13～14日、平成 14年 1月 29日～30日 
   5.平成 14年度の調査期日：平成 14年 8月 19日～20日、平成 15年 1月 8～9日 
  
 
 
 
 

科 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季

工事中

St.1 生存被度(%) ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
死亡被度(%) ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
出現種類数 10 10 10 9 6 7 6～10

St.2 生存被度(%) 5 5 5 ＋ 5 5 ＋～5%
死亡被度(%) ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
出現種類数 15 15 16 14 12 14 12～16

St.3 生存被度(%) 50 50 55 10 5 ＋ 5～55%
死亡被度(%) ＋ ＋ ＋ 30 5 ＋ ＋～30%
出現種類数 14 14 11 12 8 12 8～14

調査
地点

平成13年度 平成14年度平成12年度

工事前

変動範囲
（工事前）



(8) トカゲハゼ 

泡瀬地区におけるトカゲハゼの生息数と生息面積は図 2.2-19 に示すとおりであ

る。 
工事前のトカゲハゼの生息状況については、個体数は、2～37尾と変動が大きく、
また、生息面積も 10～850m２と変動が大きい。工事中の生息個体数、生息面積は
工事前の変動範囲といえるが、ともに小さいため今後も注意深く監視を続けていく 
工事中のトカゲハゼの個体数及び生息面積については、調査時の状況による精度

の違いや、年変動や生態的なサイクルによる季節変動が大きいことを勘案して、自

然変動の範囲内と判断される。 
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図 2.2-19 中城湾港泡瀬地区におけるトカゲハゼの生息地面積及び個体数の推移 

注）調査は沖縄県土木建築部が別途新港地区とともに別途実施している：「中城湾港（新港地区）

トカゲハゼ生息状況等監視調査業務」 
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(9) 比屋根湿地の汽水生物等 

監視調査における毎木調査、水質・魚介類・甲殻類調査、地盤高測量調査における調査地

点を図 2.2-20 に示す。なお、毎木調査結果の樹冠投影図及び水質調査結果については、資

料編に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2-20(1) 比屋根湿地の汽水生物等調査地点（全体図） 
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図 2.2-20(1)  比屋根湿地の汽水生物等調査地点（拡大図） 
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○ 毎木調査 
各調査地点における樹木本数の変化を図 2.2-21 に示す。 
樹木本数は、全地点で平成 13年度夏季に大きく増加している。この理由として考えられ
るのは、繁殖の長期的なサイクルあるいは、種子の拡散阻害等の外的要因が考えられるが、

現時点で特定することはできない。平成 14 年度調査時の樹木本数は、平成 13 年度からの
変化の状況から、自然変動の範囲内と判断される。 
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図 2.2-21 マングローブ本
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）

工事前 工事中

St.13 

11.7 H12.7 H13.1 H13.9 H14.1 H14.7 H15.1
数の変化 



○ 魚類、甲殻類及び軟体動物の生息状況 
魚類、甲殻類及び軟体動物の出現総種類数を図 2.2-22 に示す。平成 14年度夏季の魚類、
甲殻類および軟体動物の出現種類数は、過去の変化の状況から自然変動と判断され、また、

工事中（平成 14年度冬季）の結果については、工事前の変動の範囲内にある。 
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図 2.2-22(1)  汽水域生物（魚類、甲殻類及び軟体類）の出現種類数（St.15） 
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図 2.2-22(2)  汽水域生物（魚類、甲殻類及び軟体類）の出現種類数（St.16） 

 

 

 

 

2-47 



(10) オカヤドカリ類 

オカヤドカリ類については、「存在・利用時」の監視項目であるため工事前から継続的に

実施しており、推移を注意深く監視しているが監視基準を定めた評価は行っていない。 

監視調査におけるオカヤドカリ類調査地点を図 2.2-23 に示す。また、各地点におけるオ

カヤドカリ類（オカヤドカリ、ムラサキオカヤドカリ、ナキオカヤドカリ、小型個体）の個

体数を図 2.2-24 に示す。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.2-23 オカヤドカリ類の調査地点 
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図 2.2-24(1) オカヤドカリ類の確認個体数(St.17) 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

平成12年度 平成13年度 平成14年度

確
認
個
体
数

小型個体

ムラサキオカヤドカリ

ナキオカヤドカリ

工事前 工事中

 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

平成12年度 平成13年度 平成14年度

確
認
個
体
数

小型個体

ムラサキオカヤドカリ

ナキオカヤドカリ

工事前 工事中 

 

 

 

 

 

 
 

 

図 2.2-24(2) オカヤドカリ類の確認個体数(St.18) 
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図 2.2-24(3) オカヤドカリ類の確認個体数(St.19) 
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図 2.2-24 オカヤドカリ類の確認個体数(St.20) 

（注）定性調査（目視観察）とトラップ調査による合計個体数を示す。 
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(11) 干潟生物生息調査 

干潟生物生息調査については、「存在・利用時」の監視項目であるため工事前から継続的

に実施しており、推移を注意深く監視しているが監視基準を定めた評価は行っていない。 
監視調査における干潟生物生息調査地点を図 2.2-25 に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.2-25 干潟生物生息調査地点 

 
 
 
 
 
 
 
 

2-50 



○ 底質及び間隙水 
底質及び間隙水の監視調査結果を図 2.2-26 及び図 2.2-27 に示す。 
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図 2.2-26 底質
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図 2.2-27 間隙水調査
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○ 底生生物 
監視調査結果の調査地点 10 地点の概要（種類数については全地点での出現総種類数、個

体数・細胞数等については 10 地点での平均値とその最大・最小）を図 2.1.23～図 2.1.27

に示し、地点別の調査結果を図 2.2-33～図 2.2-38 に示す。 
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図 2.2-28(1) マクロベントス（種類数）  
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図 2.2-28(2) マクロベントス（地点平均個体数） 
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図 2.2-29 メイオベントス（種類数・平均個体数） 
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図 2.2-30 ミクロベントス（種類数・平均個体数） 
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 図 2.2-31 微小藻類（種類数・平均細胞数） 
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図 2.2-32(1) 好気性バクテリア(平均コロニー数)  図 2.27(2) 嫌気性バクテリア（平均コロニー数）   
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図 2.2-33   地点別マクロベントス種類数 
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図 2.2-34   地点別マクロベントス個体数 
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図 2.2-35   地点別メイオベントス（種類数・個体数） 

2-57 



 St .1

0

2

4

6

8

10

H12.7 H13.1 H13.8 H14.1 H14.8 H15.1

出

現

種

類

数

0

40,000

80,000

120,000

160,000

200,000

平

均

個

体

数

（個体/0.008m2) S t .2

0

2

4

6

8

10

H12.7 H13.1 H13.8 H14.1 H14.8 H15.1

出

現

種

類

数

0

40,000

80,000

120,000

160,000

200,000

平

均

個

体

数

St.3

0

2

4

6

8

10

H12.7 H13.1 H13.8 H14.1 H14.8 H15.1

出

現

種

類

数

0

40,000

80,000

120,000

160,000

200,000

平

均

個

体

数

St.4

0

2

4

6

8

10

H12.7 H13.1 H13.8 H14.1 H14.8 H15.1

出

現

種

類

数

0

40,000

80,000

120,000

160,000

200,000

平

均

個

体

数

St.5

0

2

4

6

8

10

H12.7 H13.1 H13.8 H14.1 H14.8 H15.1

出

現

種

類

数

0

40,000

80,000

120,000

160,000

200,000

平

均

個

体

数

St.6

0

2

4

6

8

10

H12.7 H13.1 H13.8 H14.1 H14.8 H15.1

出

現

種

類

数

0

40,000

80,000

120,000

160,000

200,000

平

均

個

体

数

St.7

0

2

4

6

8

10

H12.7 H13.1 H13.8 H14.1 H14.8 H15.1

出

現

種

類

数

0

40,000

80,000

120,000

160,000

200,000

平

均

個

体

数

St.8

0

2

4

6

8

10

H12.7 H13.1 H13.8 H14.1 H14.8 H15.1

出

現

種

類

数

0

40,000

80,000

120,000

160,000

200,000

平

均

個

体

数

St.9

0

2

4

6

8

10

H12.7 H13.1 H13.8 H14.1 H14.8 H15.1

出

現

種

類

数

0

40,000

80,000

120,000

160,000

200,000

平

均

個

体

数

St.1 0

0

2

4

6

8

10

H12.7 H13.1 H13.8 H14.1 H14.8 H15.1

出

現

種

類

数

0

40,000

80,000

120,000

160,000

200,000

平

均

個

体

数

（個体/0.008m2)

（個体/0.008m
2
) （個体/0.008m

2
)

（個体/0.008m2) （個体/0.008m
2
)

（個体/0.008m2) （個体/0.008m
2
)

（個体/0.008m
2
) （個体/0.008m2)

（種類） （種類）

（種類）

（種類） （種類）

（種類） （種類）

（種類） （種類）

工事中工事前 工事中工事前

工事中工事前 工事中工事前

工事中工事前 工事中工事前

工事中工事前 工事中工事前

工事中工事前 工事中工事前

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0
10
20

30
40

H1
2.
7

H1
3 .
8

（種類）

0
5 0 ,0 00
1 00 ,0 0 0

1 50 ,0 0 0
2 00 ,0 0 0

種類数

個体数

凡　例

 
 
 
 

図 2.2-36  地点別ミクロベントス（種類数・個体数） 
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図 2.2-37   地点別微小藻類（種類数・細胞数） 
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図 2.2-38   地点別バクテリア（好気性・嫌気性） 
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○目視観察結果（植物・動物） 
目視観察（植物）の監視調査結果を図 2.2-39 及び表 2.2-8 に示し、目視観察（動物）の監視調査結果

を図 2.2-40 及び表 2.2-9 に示す。植物の種類数は、夏季に少なく、冬季に多い季節変動を繰り返しな

がら、増加傾向にある。動物の種類数は、若干増加傾向にあり、軟体動物門と節足動物門に含まれる種

が多くみられた。 
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図 2.2-39 目視観察（植物） 

表 2.2-8   干潟生物目視観察結果（植物） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

門
H12.7 H13.1 H13.8 H14.1 H14.8 H15.1

1 藍藻植物 ﾗﾝ藻綱 1

2 ﾋﾄｴｸﾞｻ 5 4
3 ﾋﾗｱｵﾉﾘ 2
4 ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ 8 4 6
5 ｱｵﾉﾘ属 5 6
6 ｱﾅｱｵｻ 2 8 3 5 3 2
7 ｱﾐｱｵｻ 3 2 1
8 ｱｵｻ属 5
9 ｼｵｸﾞｻ属 2 1 5 1 2
10 ﾐﾄﾞﾘｹﾞ 1 2 4 2 2 4
11 ｷｯｺｳｸﾞｻ 1 1 1
12 ｶｻﾉﾘ 1
13 ｲｿｽｷﾞﾅ 5 1 5 5
14 ﾌﾃﾞﾉﾎ 2
15 ﾋﾒﾊﾓｸ 2 2 2 1 1 3
16 ｼｵﾐﾄﾞﾛ 1
17 ｼｵﾐﾄﾞﾛ科 2
18 ｳｽﾕｷｳﾁﾜ 1 1
19 ﾌｸﾛﾉﾘ 2 1
20 ｶｺﾞﾒﾉﾘ 1
21 ﾋﾒﾃﾝｸﾞｻ 2
22 ﾊｲﾃﾝｸﾞｻ 4 4 3 2 4 4
23 ﾃﾝｸﾞｻ科 1
24 ｲﾊﾞﾗﾉﾘ科 2
25 ｿｿﾞ属 1 1
26 種子植物 ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ 1 1 1 1 3
27 ｺｱﾏﾓ 1

6 12 7 19 6 20
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No. 種名 平成12年度 平成13年度
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図 2.2-40   目視観察結果（動物） 

表 2.2-9(1)   干潟生物目視観察結果（動物） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H12.7 H13.1 H13.8 H14.1 H14.8 H15.1

1 扁形動物 ﾋﾗﾑｼ目 1 1 1 3
2 軟体動物 ｵﾆﾋｻﾞﾗｶﾞｲ 1 1 1
3 ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ目 1
4 ｵｷﾅﾜｲｼﾀﾞﾀﾐｶﾞｲ 2 2 2 1 2
5 ｶﾝｷﾞｸｶﾞｲ 8 9 9 6 8 7
6 ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ 1 4
7 ｲｼﾀﾞﾀﾐｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ 1
8 ﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ 7 3 5 4 5 6
9 ｺｼﾀﾞｶｱﾏｶﾞｲ 2 1
10 ｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ 1
11 ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ科 1
12 ｺﾞﾏﾌﾆﾅ 1
13 ﾘｭｳｷｭｳｳﾐﾆﾅ 2 1 1 2 1
14 ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ 6 6 6 6 5 5
15 ｲﾄｶｹﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ 1 1 1 1
16 ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ 5 6 4 4 6 3
17 ｺｹﾞﾂﾉﾌﾞｴｶﾞｲ 1 2
18 ｶﾔﾉﾐｶﾆﾓﾘｶﾞｲ 6 2
19 ｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ科 5 5 4 4 2
20 ﾎｳｼｭﾉﾀﾏｶﾞｲ 3 5 1 7 7 3
21 ﾊﾅﾋﾞﾗﾀﾞｶﾗｶﾞｲ 3 3 3 3 3 3
22 ｷｲﾛﾀﾞｶﾗｶﾞｲ 2 3 4 3 3
23 ﾖｳﾗｸﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼ 2
24 ﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼﾓﾄﾞｷ 2 2 3
25 ｳﾈｼﾛﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼ 1
26 ﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼ 2 3 3 3 3 2
27 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ 1
28 ｲﾎﾞﾖﾌﾊﾞｲ 1 1
29 ｱﾜﾑｼﾛｶﾞｲ 1
30 ｶﾆﾉﾃﾑｼﾛｶﾞｲ 2 4 1 1 3 2
31 ｼｲﾉﾐﾖﾌﾊﾞｲ 1 1 2
32 ｼﾏﾍﾞｯｺｳﾊﾞｲ 4 4 3 3 6 7
33 ﾏﾀﾞﾗｲﾓｶﾞｲ 1
34 ｵｵｸﾁｷﾚｶﾞｲ 1
35 ｲｿｱﾜﾓﾁ科 3 1 7 1
36 ﾘｭｳｷｭｳｻﾙﾎﾞｳｶﾞｲ 1 1
37 ﾍﾞﾆｴｶﾞｲ 1 1
38 ｶﾘｶﾞﾈｴｶﾞｲ 3 3 5 4 2 6
39 ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ 1
40 ｸﾛｼｷﾞﾉﾊｼｶﾞｲ 1
41 ﾘｭｳｷｭｳﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 1 1
42 ﾊﾎﾞｳｷｶﾞｲ 1 1
43 ﾍﾘﾄﾘｱｵﾘｶﾞｲ 1
44 ｶｲｼｱｵﾘｶﾞｲ 1
45 ﾆﾜﾄﾘｶﾞｷ 1 2
46 ｼﾛｽｼﾞﾅﾃﾞｼｺｶﾞｲ 1
47 ｵﾊｸﾞﾛｶﾞｷ 1 2
48 ｳﾗｷﾂｷｶﾞｲ 1 1 2
49 ﾋﾒﾂｷｶﾞｲ 1
50 ｳﾒﾉﾊﾅｶﾞｲ 3 1

平成14年度
確認調査地点数（10地点中）

平成12年度 平成13年度門 和名
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表 2.2-9(2)   干潟生物目視観察結果（動物） 
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H12.7 H13.1 3.8 H14.1 H14.8 H15.1

51 軟体動物 ﾁﾁﾞﾐｳﾒﾉﾊﾅｶﾞｲ 2 3
52 ﾂｷｶﾞｲ科 1
53 ｳﾛｺｶﾞｲ科 3 3 1
54 ｸﾛﾌﾄﾏﾔｶﾞｲ 1
55 ｶﾜﾗｶﾞｲ 1
56 ﾘｭｳｷｭｳｻﾞﾙｶﾞｲ 1 1 1
57 ﾀﾏﾏｷｶﾞｲ 5 4 2 1 1 2
58 ﾘｭｳｷｭｳｱﾘｿｶﾞｲ 1
59 ﾘｭｳｷｭｳﾊﾞｶｶﾞｲ 1 2 2 1 2
60 ﾊﾞｶｶﾞｲ属 1
61 ﾕｷｶﾞｲ 1
62 ｲﾁｮｳｼﾗﾄﾘｶﾞｲ 2
63 ﾕｳｼｵｶﾞｲ 1
64 ﾘｭｳｷｭｳｼﾗﾄﾘｶﾞｲ 3 1 1 1 2
65 ﾍﾗｻｷﾞｶﾞｲ 1
66 ｻﾒｻﾞﾗｶﾞｲﾓﾄﾞｷ 1 1 2
67 ﾘｭｳｷｭｳﾏｽｵｶﾞｲ 1 1 1
68 ｱｼﾍﾞﾏｽｵｶﾞｲ 2 1 1 1
69 ｵｲﾉｶｶﾞﾐｶﾞｲ 2 2
70 ｵｷｼｼﾞﾐ 2 1 2 2 2 2
71 ﾎｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ 2 2 1 1 3
72 ｱﾗｽｼﾞｹﾏﾝｶﾞｲ 6 5 5 5 6 6
73 ｶﾉｺｱｻﾘ 2 1 1
74 ﾊﾈﾏﾂｶｾﾞｶﾞｲ 2
75 ｽﾀﾞﾚﾊﾏｸﾞﾘ 3 1 2 2 6 3
76 ｲｵｳﾊﾏｸﾞﾘ 3
77 ﾋﾒｱｻﾘ 1 2 2 2 1 3
78 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ科 2
79 ﾊﾅｸﾞﾓﾘｶﾞｲ 1
80 環形動物 多毛類 8 9 10 10 7 7
81 ﾌﾄﾐﾐｽﾞ科 1
82 ゆむし動物 ﾕﾑｼ綱 2 1
83 星口動物 星口動物門 1 2 2
84 節足動物 ｸﾙﾏｴﾋﾞ科 1 3 5 3
85 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ科 5 6 3 3 5 6
86 ﾊｻﾐｼｬｺｴﾋﾞ 1
87 ｽﾅﾓｸﾞﾘ属 1 3 1 3 3
88 ﾔﾄﾞｶﾘ類 9 8 8 7 8 7
89 ﾂﾉﾋﾒｶﾞｻﾞﾐ 1
90 ﾀｲﾜﾝｶﾞｻﾞﾐ 1 3 1
91 ｶﾞｻﾞﾐ属 2
92 ﾉｺｷﾞﾘｶﾞｻﾞﾐ 1 1
93 ﾌﾀﾊﾍﾞﾆﾂｹﾓﾄﾞｷ 1 2
94 ﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ 7 4 8 3 8 3
95 ﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹﾓﾄﾞｷ 2 2 3 2
96 ﾋﾒﾌﾀﾊﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ 1 1
97 ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属 1 1 4 1
98 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ科 1
99 ｽｴﾋﾛｲﾎﾞﾃｶﾞﾆ 2 1 1
100 ﾑﾂﾊｵｳｷﾞｶﾞﾆ 1
101 ｹﾌﾞｶｶﾞﾆ 1 2
102 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 1 1 7 3 3 2
103 ﾋﾒﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ 2 2 2 1 1
104 ﾐﾅﾐｵｻｶﾞﾆ 1 1
105 ﾌﾀﾊｵｻｶﾞﾆ 2 2 2 2 3 1
106 ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ 1 1
107 ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ 5 4 4 2 1
108 ﾂﾉﾒﾁｺﾞｶﾞﾆ 2 2 1 2 1
109 ｵｷﾅﾜﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ 4 2 1
110 ﾋﾒｼｵﾏﾈｷ 4 4 4 3 3 1
111 ﾙﾘﾏﾀﾞﾗｼｵﾏﾈｷ 1
112 ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ 5 7 5 5 6 5
113 ｵｷﾅﾜﾋﾗｲｿｶﾞﾆ 1 1
114 ﾀｲﾜﾝｱｼﾊﾗｶﾞﾆ 1 1 1
115 ﾐﾅﾐｱｼﾊﾗｶﾞﾆ 1
116 ｱｼﾊﾗｶﾞﾆ 1
117 ﾊｼﾘｲﾜｶﾞﾆ属 2 2 2 2 3 5
118 ﾌﾀﾊﾞｶｸｶﾞﾆ 1 1
119 ﾐﾅﾐﾋﾗｲｿﾓﾄﾞｷ 1
120 ｲﾜｶﾞﾆ科 1 1 1
121 ｿﾃﾞｶﾗｯﾊﾟ 1 1 1
122 ｷﾝｾﾝｶﾞﾆ 1 1
123 ﾔﾜﾗｶﾞﾆ科 1 2 1 2
124 半索動物 ｷﾞﾎﾞｼﾑｼ科 2 1
125 棘皮動物 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱 2 1

51 53 60 56 73 78
注）ﾔﾄﾞｶﾘ類はﾔﾄﾞｶﾘ科とﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ科を含む。

門 和名

出現種類数

確認調査地点数（10地点中）

平成12年度 平成13年度 平成14年度
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2.3 まとめ 

平成 14 年 10 月以降の工事中の監視調査結果について、監視基準値やそれまでの事前調査

の結果と比較した結果、監視基準値以下あるいは年変動の範囲内であり、工事による影響

は生じていないと考えられる。 

2-74 

なお、海藻草類及びサンゴ類については、工事前から減少傾向にあることが明らかであり、

今後の回復状況の如何によっては監視点として適当でないことも考えられる。このため監

視点の移設の可能性も含めて周辺の状況を観察し、補助的な観察場所を追加するなど、注

意深く監視を続けることとする。 
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  資料 2  道路交通騒音の監視調査結果 
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（注）環境影響評価時の調査期日：平成８年 11 月 19～20 日 

 

 

資料 3  道路交通振動の監視調査結果 
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資料 9(1) 10ｍ×10ｍコードラートにおける藻場の主要構成種と種別の生育被度(監視区) 

平成 12 年度 平成 13 年度 平成 14 年度 

H12 夏 H13 冬 H13 夏 H13 冬 H14 夏 H14 冬 

調査時期等 
 

調査地点 工事前 工事前 工事前 工事中 

ベニアマモ 20% 15% 20% 5% ＋ ＋ 
リュウキュウアマモ 10% 15% 10% 10% ＋ ＋ 

ボウバアマモ 10% 10% 15% 10% ＋ ＋ 

ウミジグサ ＋ ＋ ＋ + ＋ ＋ 

マツバウミジグサ 30% 25% 25% 15% ＋ ＋ 

全体の生育被度 70% 65% 70% 40% ＋ ＋ 

St.１ 
(C.D.L-0.8m～－1.0m) 

出現種類数 5 5 5 5 5 5 

ウミヒルモ ＋ ＋ ＋  + + 

リュウキュウスガモ 20% 20% 20% 20% 25% 15% 

ベニアマモ 10%  5% 10% 5% + + 

リュウキュウアマモ 15% 10% 10% + + + 

ボウバアマモ 25% 25% 20% 5% 10% 5% 

ウミジグサ ＋ ＋ ＋ + + + 

マツバウミジグサ  ＋ ＋ + + + 

全体の生育被度 65% 60% 55% 40% 40% 30% 

St.２ 
(C.D.L-2.5m～－2.7m) 

出現種類数 6 7 7 6 7 7 

ウミヒルモ      + 

リュウキュウスガモ 20% 25% 15% 20% 25% 30% 

ベニアマモ 30% 15% 20% 15% 15% 15% 

リュウキュウアマモ 20% 20% 20% 15% 10% 5% 

ボウバアマモ 20% 20% 20% 15% 15% + 

ウミジグサ ＋ ＋ ＋ 5% 5% 5% 

マツバウミジグサ ＋ ＋ ＋ + + + 

全体の生育被度 85% 80% 75% 75% 75% 65% 

St.３ 
(C.D.L-0.6m～－1.1m) 

出現種類数 6 6 6 6 6 7 

リュウキュウスガモ 25% 20% 20% 25% 30% 25% 

ベニアマモ 20% 10% 10% 10% 10% 10% 

リュウキュウアマモ 15% 10% 10% 10% 10% 10% 

ボウバアマモ 15% 20% 20% 15% 15% 15% 

ウミジグサ     + + 

マツバウミジグサ      + 

全体の生育被度 75% 60% 70% 65% 60% 60% 

St.４ 
(C.D.L-0.6m～－0.7m) 

出現種類数 4 4 4 4 5 6 

ウミヒルモ  ＋ ＋    

リュウキュウスガモ 10% 10% 10% 20% 15% 20% 

ベニアマモ ＋ ＋ ＋ + + + 

リュウキュウアマモ 20% 30% 35% 25% 30% 30% 

ボウバアマモ 25% 25% 25% 20% 15% 10% 

ウミジグサ ＋ ＋ ＋ 5% + 5% 

マツバウミジグサ ＋    + + 

全体の生育被度 60% 70% 75% 75% 70% 70% 

St.５ 
(C.D.L-0.5m～－0.8m) 

出現種類数 6 6 6 5 6 6 

（注）1.＋は被度５％未満を示す。被度表示は５％単位で示す。 
2.平成 12 年度の調査期日：平成 12 年８月 10,11,12 日、平成 13 年２月５,６日 
3.平成 13 年度の調査期日：平成 13 年８月 15,27 日、平成 13 年 9 月 20,21 日、平成 14 年１月 31

日,２月 1 日 
4.平成 14 年度の調査期日：平成 14 年 8 月 7～12 日、平成 15 年 1 月 8～14 日 

資－8 



 

 

 

資料 9(2) 10ｍ×10ｍコードラートにおける藻場の主要構成種と種別の生育被度(対照区) 

平成 12 年度 平成 13 年度 平成 14 年度 

H12 夏 H13 冬 H13 夏 H13 冬 H14 夏 H14 冬 

調査時期等 

 
調査地点 工事前 工事前 工事前 工事中 

ウミヒルモ － － ＋ +   

ボウバアマモ － － 30% 20% 15% 10% 

マツバウミジグサ － － 20% 20% 15% 20% 

全体の生育被度 － － 50% 40% 30% 30% 

St.６ 
(C.D.L-1.1m) 

出現種類数 － － 3 3 2 2 

リュウキュウスガモ － － 45% 45% 45% 45% 

ボウバアマモ － － ＋ + + + 

ウミジグサ    + + + 

マツバウミジグサ     + + 

全体の生育被度 － － 45% 45% 45% 45% 

St.７ 
(C.D.L-2.9m) 

出現種類数 － － 2 3 4 4 

リュウキュウスガモ － － － － － 15% 

ベニアマモ － － － － － + 

リュウキュウアマモ － － － － － 15% 

ボウバアマモ － － － － － 10% 

ウミジグサ － － － － － + 

マツバウミジグサ － － － － － + 

全体の生育被度 － － － － － 45% 

St.8 
(C.D.L-1.1m) 

出現種類数 － － － － － 6 

（注）1.＋は被度５％未満を示す。被度表示は５％単位で示す。 
     2.平成 12 年度の調査期日：平成 12 年８月 10,11,12 日、平成 13 年２月５,６日 

3.平成 13 年度の調査期日：平成 13 年８月 15,27 日、平成 13 年 9 月 20,21 日、平成 14 年１月 31
日,２月 1 日 

4.平成 14 年度の調査期日：平成 14 年 8 月 7～12 日、平成 15 年 1 月 8～14 日 
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資料 10(6)   海藻類の分布状況（Ｓt.６：10ｍ×10ｍコードラート） 
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資料 10(7)   海藻類の分布状況（Ｓt.７：10ｍ×10ｍコードラート） 
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資料 10(8)   海藻類の分布状況（St.8：10ｍ×10ｍコードラート） 
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資料 11(1) クビレミドロの分布（工事前：平成 14 年３月、４月） 
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平成 14 年 6 月 10 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ藻体は確認できなかった 

 

 
平成 15 年 1 月 23 日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 11(2) クビレミドロの分布（工事前：平成 14 年 6 月、工事中：平成 15 年 1 月） 
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 平成 15 年 3 月 7 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 11(3)  クビレミドロの分布（工事中：平成 15 年 3 月） 

（参考）  クビレミドロ生育地沖合における濁りの結果（左：濁度、右：SS） 

濁度 St.8 St.9
11月20日 0.0 0.0
12月17日 0.0 0.0
1月15日 0.0 0.0
2月13日 0.0 0.0
3月13日 0.0 0.0
平均 0.0 0.1

 

 

 

 

SS(mg/L) 1回目 2回目 3回目 平均 調査地点
11月20日 <1 <1 <1 <1 St.9
12月17日 <1 <1 <1 <1 St.9
1月15日 <1 <1 <1 <1 St.9
2月13日 <1 <1 <1 <1 St.9
3月13日 1.2 <1 <1 1.1 St.9
平均 - - - <1 -

 

（参考）  流入水路における濁りの結果（St.Ａ～St.Ｄ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

8月（平常時） 9月（降雨時） 11月 12月 1月 2月 3月
St.A 19 11 11 8.0 10 14 11
St.B 510 3.5 5.1 6.0 5.0 14 8.8
St.C 58 3.3 3.4 4.2 1.6 3.3 2.9
St.D 15 7.1 2.1 <1 1.0 2.0 <1
St.A 5.5 7.8 24 28 35 40 42
St.B 310 1.5 7.6 9.4 13 21 9.5
St.C 13 1.7 10 14 8.8 10 7.7
St.D 5.7 2.3 2.7 2.1 1.4 0.8 1.4
St.A 5.4 41 10 26 16 22 11
St.B 11 11 12 13 16 23 10
St.C 8.4 9.0 14 16 13 18 9
St.D 2.5 1.0 2.1 1.7 1.8 1.6 1.3

SS
(mg/L）

濁度
(度）

COD
(mg/L）

平成14年度平成13年度年度
月
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資料 12  10ｍ×10ｍコードラートにおけるサンゴ類種類別被度調査結果 

No. 科 属 種類 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季

工事前工事中

St.1 1 ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科 Millepora 被覆状ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ類 ＋ ＋ ＋ ＋
2 ﾑｶｼｻﾝｺﾞ科 Stylocoeniella ﾑｶｼｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋
3 ﾐﾄﾞﾘｲｼ科 Montipora 枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋
4 ﾊﾏｻﾝｺﾞ科 塊状ﾊﾏｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
5 被覆状ﾊﾏｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
6 ｷｸﾒｲｼ科 Favia ｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
7 Goniastrea ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
8 Oulastrea ｷｸﾒｲｼﾓﾄﾞｷ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
9 Leptastrea ﾙﾘｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
10 Cyphastrea ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

生存被度(%) ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
死亡被度(%) ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
出現種類数 10 10 10 9 6 7

St.2 1 ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科 Millepora 被覆状ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
2 ﾑｶｼｻﾝｺﾞ科 Stylocoeniella ﾑｶｼｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋
3 ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科 Pocollopora ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
4 Stylophora ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋
5 ﾊﾏｻﾝｺﾞ科 Porites 塊状ﾊﾏｻﾝｺﾞ類 5 5 5 ＋ 5 ＋
6 枝状ﾊﾏｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
7 被覆状ﾊﾏｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
8 ﾔｽﾘｻﾝｺﾞ科 Psammocora ｱﾐﾒｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋
9 ﾋﾗﾌｷｻﾝｺﾞ科 Pavona ｼｺﾛｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋
10 ｷｸﾒｲｼ科 Favia ｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
11 Favites ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
12 Goniastrea ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
13 Platygyra ﾉｳｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋
14 Oulastrea ｷｸﾒｲｼﾓﾄﾞｷ類 ＋ ＋ ＋ ＋
15 Leptastrea ﾙﾘｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
16 Cyphastrea ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
17 Echinopora ﾘｭｳｷｭｳｷｯｶｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋
18 ｱｵｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科 Millepora　 sp. ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷsp. ＋

生存被度(%) 5 5 5 ＋ 5 5
死亡被度(%) ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
出現種類数 15 15 16 14 12 14

St.3 1 ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科 Millepora sp. ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷsp. ＋
2 Millepora 被覆状ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ類 ＋ ＋
3 ﾑｶｼｻﾝｺﾞ科 Stylocoeniella ﾑｶｼｻﾝｺﾞ類 ＋
4 ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科 Stylophora ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
5 ﾐﾄﾞﾘｲｼ科 Montipora 枝状ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ類 35 35 40 10 ＋ ＋
6 被覆状ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ類 5 5 5 ＋ ＋
7 枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
8 ﾊﾏｻﾝｺﾞ科 Porites 塊状ﾊﾏｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
9 枝状ﾊﾏｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋
10 ﾔｽﾘｻﾝｺﾞ科 Psammocora ｱﾐﾒｻﾝｺﾞ類 ＋
11 ﾔｯｺｳｱﾐﾒｻﾝｺﾞ ＋ ＋
12 ﾋﾗﾌｷｻﾝｺﾞ科 Pavona ｼｺﾛｻﾝｺﾞ類 ＋
13 ｷｸﾒｲｼ科 Favia ｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋
14 Favites ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋
15 Goniastrea ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
16 Platygyra ﾉｳｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
17 Montastrea ﾏﾙｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
18 Cyphastrea ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
19 ｱｵｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科 Millepora　 sp. ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷsp. ＋ ＋
20 Millepora ｶﾝﾎﾞｸｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ ＋

生存被度(%) 50 50 55 10 5 ＋
死亡被度(%) ＋ ＋ ＋ 30 5 ＋
出現種類数 14 14 11 12 8 12

（注）１．被度は、５％単位で示す。
　　　２．＋は、５％未満を示す。
　　　３．平成12年度の調査期日：平成12年８月24～25日、平成13年２月７～８日
　　　４．平成13年度の調査期日：平成13年８月13～14日、平成１４年１月29～30日
　　　５．平成14年度の調査期日：平成14年８月19～20日、平成15年１月8～9日

調査
地点

平成13年度 平成14年度

Porites

平成12年度

工事前 工事前
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資料 14 中城湾港泡瀬地区におけるトカゲハゼの生息地面積及び個体数の推移 

調査年度 調査月
生息地面積

(m
2
)

成魚のカウント数
（尾）

平成２年度 7 220 7
平成７年度 9 300 8

12 150 6
3 200 7

平成８年度 10 10 2
12 150 6
3 600 8

平成９年度 9 50 2
12 150 4
3 150 4

平成10年度 9 50 3
1 150 4
3 300 5

平成11年度 4 200 4
6 150 5
9 700 18
12 700 37
3 300 17

平成12年度 4 850 27
6 200 8
9 300 13
12 800 17
3 300 18

平成13年度 4 325 17
6 410 16
9 525 21
12 490 9
3 350 19

平成14年度 4 162 14
9 66 2
12 433 14
3 3 2

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
注）沖縄県土木建築部実施「中城湾港（新港地区）トカゲハゼ生息状況等監視調査業務」速報より引用 
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資料 15(1) 樹冠投影図（St.10） 
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資料 15(2) 樹冠投影図（St.11） 

 

 

 

資-27 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 15(3) 樹冠投影図（St.12） 
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資料 15(4) 樹冠投影図（St.13） 
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資料 15(5) 樹冠投影図（St.14） 
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資料 16(1) 汽水域生物（魚類、甲殻類及び軟体類）の出現状況（平成 13 年度との比較） 
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資料 16(2) 汽水域生物（魚類、甲殻類及び軟体類）の出現状況（平成 13 年度との比較） 
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資料 19 汽水域水質調査結果 
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資料 20  オカヤドカリ類の監視調査結果 

      調査時

期 

 

調査地点 

平成 12 年度 

（11.29～30） 

平成 13 年度 

（11.2,6） 

平成 14 年度 

(10.31～11.1)

環境影響評価時の

結果 

（H8.11.18） 

ｵｶﾔﾄﾞｶﾘ   ０   ０   ０  ０ 

ﾅｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ  ２１  ３０  ３３ ６ 

ﾑﾗｻｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ  ３２  ２５  ６４ ４６ 

小型個体   ０   １   ０ － 

Ｓt.17 

合  計  ５３  ５６  ９７  ５２ 

ｵｶﾔﾄﾞｶﾘ   ０   ０    ０  ０ 

ﾅｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ  ２７   ５ １５８ ０ 

ﾑﾗｻｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ  ５２  ３３  ３９  １ 

小型個体  １１   ９   ０ － 

Ｓt.18 

合  計  ９０  ４７ １９７  １ 

ｵｶﾔﾄﾞｶﾘ   ０   ０    １  ０ 

ﾅｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ  １２  ２３  ２８ １ 

ﾑﾗｻｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ  ２４  ３４  ３２  ３ 

小型個体   ０  ６５   ２ － 

Ｓt.19 

合  計  ３６ １２２  ６３  ４ 

ｵｶﾔﾄﾞｶﾘ   ０   ０    ０  ０ 

ﾅｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ  １５  ８６  ３６ ２ 

ﾑﾗｻｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ  ３５  ３９ ２５９ ２１ 

小型個体   ０   ３   ０ － 

Ｓt.20 

合  計  ５０ １２８ ２９５  ２３ 

総 計 ２２９ ３５３ ６５２  ８０ 

（注）平成 12～14 年度は定性調査とトラップ調査による合計個体数、環境影響評価時の結果は目視観察（定性調査）に

よる確認個体数を示す。 

 

資-35 



資
料
 
2
1
 
 
底
質
分
析
結
果
 

資-36 

 
 

 
平
成
1
2
年
度

平
成
1
3
年
度

平
成
1
4
年
度

 
 
 
 
 
 
 
 
調
査
時
期
 

 項
目
 

H
1
2
.
7
.
1
7
～
1
9
H
1
3
.
1
.
2
3
～
2
5
 

 
 

 
 

H
1
3
.
8
.
6
～
8
H
1
4
.
1
.
2
8
～
3
0

H
1
4
.
8
.
2
1

H
1
5
.
1
.
2
0

ｐ
Ｈ
 

 
－

7
.
7
 

(
7
.
5
～
7
.
8
)
 

7
.
5
 
 

(
7
.
4
～
7
.
6
)
 

7
.
9
 

(
7
.
8
～
8
.
0
)
 

7
.
9
 

(
7
.
7
～
8
.
1
)
 

8
.
6
 

(
8
.
0
～
8
.
9
)
 

7
.
9
 

(
7
.
7
～
8
.
0
)
 

硫
化
物
 
m
g
/
g

0
.
0
2
 

(
<
0
.
0
1
～
0
.
0
9
)

0
.
0
1
 

(
<
0
.
0
1
～
0
.
0
3
)

0
.
0
3
 

（
<
0
.
0
1
～
0
.
1
3
）

0
.
0
2
 

（
<
0
.
0
1
～
0
.
0
7
）

0
.
0
3
 

(
<
0
.
0
1
～
0
.
1
4
)
 

0
.
0
4
 

(
<
0
.
0
1
～
0
.
1
0
)
 

Ｃ
Ｏ
Ｄ
 
m
g
/
g

2
.
0
 

(
0
.
6
～
5
.
4
)
 

2
.
1
 

(
0
.
9
～
3
.
6
)
 

1
.
8
 

(
0
.
8
～
3
.
4
)
 

1
.
5
 

(
0
.
5
～
3
.
6
)
 

1
.
5
 

(
0
.
7
～
2
.
9
)
 

1
.
6
 

(
0
.
5
～
2
.
6
)
 

Ｔ
Ｏ
Ｃ
 
m
g
/
g

1
.
0
9
 

(
0
.
3
3
～
2
.
9
7
)

1
.
5
6
 

(
0
.
9
～
2
.
5
)
 

1
.
3
7
 

（
0
.
7
6
～
2
.
9
1
）

1
.
5
 

（
0
.
6
～
3
.
0
）
 

1
.
2
 

(
0
.
3
～
3
.
0
)
 

1
.
5
 

(
0
.
6
～
2
.
5
)
 

Ｔ
－
Ｎ
 
m
g
/
g

0
.
3
7
 

(
0
.
2
3
～
0
.
6
2
)

0
.
2
9
 

(
<
0
.
1
0
～
0
.
6
6
)

0
.
3
0
 

（
0
.
1
7
～
0
.
4
9
）

0
.
2
9
 

（
0
.
1
7
～
0
.
5
9
）

0
.
2
8
 

(
0
.
1
7
～
0
.
5
1
)
 

0
.
2
6
 

(
0
.
1
5
～
0
.
4
9
)
 

Ｔ
－
Ｐ
 
m
g
/
g

0
.
2
6
 

(
0
.
1
8
～
0
.
3
9
)

0
.
2
3
 

(
0
.
1
6
～
0
.
3
5
)
 

0
.
2
1
 

（
0
.
1
5
～
0
.
3
0
）

0
.
2
2
 

（
0
.
1
7
～
0
.
3
4
）

0
.
2
4
 

(
0
.
1
9
～
0
.
3
1
)
 

0
.
2
7
 

(
0
.
1
9
～
0
.
3
6
)
 

ｸ
ﾛ
ﾛ
ﾌ
ｨ
ﾙ
a
 
μ
g
/
g

2
.
9
 

(
1
.
3
～
4
.
9
)
 

2
.
6
 

(
1
.
1
～
5
.
3
)
 

2
.
4
 

（
0
.
8
～
4
.
6
）
 

2
.
9
3
 

（
1
.
6
～
4
.
3
）
 

2
.
4
 

(
0
.
6
～
5
.
4
)
 

3
.
1
 

(
0
.
9
～
7
.
5
)
 

ｼ
ﾙ
ﾄ・
粘
土
分
％
 

6
.
0
 

(
0
.
8
～
2
9
.
6
)
 

4
.
4
 

(
0
.
3
 
～
1
9
.
3
)
 

5
.
6
 

（
0
.
6
～
2
3
.
6
）

6
.
4
 

（
2
.
8
～
2
2
.
1
）

4
.
0
 

(
1
.
6
～
1
3
.
7
)
 

3
.
4
 

(
0
.
2
～
9
.
1
)
 

（
注
）
表
中
の
数
字
は
「
平
均
値
（
最
小
値
～
最
大
値
）
」
を
示
し
て
い
る
。
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果
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平
成
1
2
年
度

平
成
1
3
年
度

平
成
1
4
年
度

 
 
 
 
 
調
査
時
期

 項
目
 

H
1
2
.
7
.
1
7
～
1
9
 

 
 

 
 

 
H
1
3
.
1
.
2
3
～
2
5
H
1
3
.
8
.
6
～
8
H
1
4
.
1
.
2
3
～
2
5

H
1
4
.
8
.
2
1

H
1
5
.
1
.
2
0

ｐ
Ｈ
 
 
－

8
.
2
 

(
8
.
0
～
8
.
4
)
 

7
.
8
 

(
7
.
7
～
8
.
0
)
 

8
.
0
 

（
7
.
9
～
8
.
2
）
 

8
.
0
 

（
7
.
7
～
8
.
1
）
 

7
.
9
 

(
7
.
5
～
8
.
1
)
 

8
.
0
 

(
7
.
7
～
8
.
4
)
 

塩
分
 
 
－

3
3
.
9
1
 

(
3
2
.
1
3
～
3
4
.
8
5
)
 

3
3
.
6
6
 

(
2
9
.
4
9
～
3
4
.
8
3
)

3
5
.
0
4
 

（
3
3
.
6
2
～
3
7
.
0
8
）

3
2
.
5
8
 

（
1
7
.
0
1
～
3
4
.
9
5
）

3
7
.
4
6
 

(
3
3
.
8
8
～
3
9
.
7
3
)
 

3
1
.
8
0
 

(
6
.
5
0
～
3
5
.
2
1
)
 

Ｄ
Ｏ
 
m
g
/
L

1
.
 
5
 

(
<
0
.
5
～
3
.
2
)
 

2
.
3
 

(
<
0
.
5
～
5
.
7
)
 

1
.
3
 

（
<
0
.
5
～
3
.
0
）
 

2
.
4
 

（
1
.
0
～
5
.
0
）
 

1
.
8
 

(
0
.
7
～
4
.
2
)
 

2
.
6
 

(
0
.
5
～
5
.
1
)
 

Ｃ
Ｏ
Ｄ
 
m
g
/
L

8
.
2
 

(
3
.
4
～
2
5
)
 

7
.
6
 

(
2
.
5
～
1
8
)
 

8
.
2
 

（
3
.
9
～
1
7
）
 

6
.
4
 

（
3
.
2
～
1
1
）
 

3
.
4
 

(
1
.
7
～
5
.
9
)
 

5
.
3
 

(
2
.
6
～
9
.
5
)
 

Ｔ
Ｏ
Ｃ
 
m
g
/
L

5
.
0
 

(
2
.
3
～
9
.
2
)
 

5
.
8
 

(
1
.
6
～
1
4
)
 

3
.
9
 

（
2
.
0
～
9
.
3
）
 

4
.
2
 

（
1
.
6
～
8
.
5
）
 

2
.
7
 

(
1
.
8
～
4
.
8
)
 

3
.
7
 

(
1
.
9
～
6
.
7
)
 

Ｔ
－
Ｎ
 
m
g
/
L

1
.
 
3
 

(
0
.
6
～
1
.
9
)
 

0
.
9
 

(
0
.
3
～
2
.
0
)
 

0
.
9
 

（
0
.
5
～
1
.
4
）
 

1
.
0
 

（
0
.
5
～
2
.
7
）
 

1
.
2
3
 

(
0
.
4
3
～
2
.
6
0
)
 

1
.
2
5
 

(
0
.
7
8
～
2
.
1
0
)
 

Ｔ
－
Ｐ
 
m
g
/
L

0
.
1
6
 

(
0
.
0
9
～
0
.
3
1
)
 

0
.
3
7
 

(
0
.
0
7
～
1
.
1
0
)
 

0
.
3
8
 

（
0
.
0
9
～
1
.
1
0
）

0
.
3
1
 

（
0
.
1
1
～
0
.
6
5
）
 

0
.
1
9
 

(
0
.
1
0
～
0
.
3
3
)
 

0
.
3
1
 

(
0
.
1
0
～
0
.
9
0
)
 

（
注
）
表
中
の
数
字
は
「
平
均
値
（
最
小
値
～
最
大
値
）
」
を
示
し
て
い
る
。
 

 



資
料
 
2
3
 
 
マ
ク
ロ
ベ
ン
ト
ス
調
査
結
果
 

調
査
時
期
 

 
調
査
項
目

27
3
5

2
7

28
2
6

27
(
 
 2
 
～
 1
6)

( 
 
2 
～
 
13
)

(
  
2
 ～
 
1
1)

(
 
 0
 
～
 1
4
)

(
  
0 
～
 
10
)

(
 
 0
 
～
 1
3)

24
2
5

3
4

31
3
2

40
(
 
 2
 
～
 1
0)

( 
 
3 
～
 
12
)

(
  
5
 ～
 
1
6)

(
 
 5
 
～
 1
6
)

(
  
4 
～
 
13
)

(
 
 3
 
～
 1
7)

18
2
2

2
2

30
1
6

29
(
 
 1
 
～
 1
0)

( 
 
2 
～
 
 6
)

(
  
0
 ～
 
 
8)

(
 
 1
 
～
 1
0
)

(
  
0 
～
 
 6
)

(
 
 2
 
～
 8
)

3
1
1

8
5

8
5

(
 
 0
 
～
  
2)

( 
 
0 
～
 
 5
)

(
  
0
 ～
 
 
4)

(
 
 0
 
～
 3
)

(
  
0 
～
 
 3
)

(
 
 0
 
～
 3
)

72
9
3

9
1

94
8
2

1
01

(
 
 7
 
～
 2
6)

( 
1
2 
～
 
31
)

(
 1
2
 ～
 
3
4)

( 
 
10
 
～
 3
1
)

( 
4 
～
 
32
)

(
 
 9
 
～
 3
1)

2
18

3
0
2

32
8

2
48

2
9
2

2
46

(
 
 2
 
～
 1
,1
1
8)

( 
 
2 
～
 
2,
04
4
)
(
  
3
 ～
 
1
,6
7
0)

(
 
 0
 
～
 1
6
99
)

(
  
0 
～
 
1,
8
79
)
(
 
 1
 
～
 1
89
9
)

69
1
2
7

11
4

2
26

6
6

1
23

(
 
10
 
～
  
 3
2
2)

( 
1
4 
～
 
  
38
2
)
(
 2
4
 ～
 
 
 2
8
7)
( 
 
33
 
～
 5
6
3)

(
 1
1 
～
 
  
2
31
)
( 
 
25
 
～
 2
28
)

34
3
3

1
2

8
2
8

44
(
 
 1
 
～
  
 1
0
9)

( 
 
3 
～
 
  
 6
4
)
(
  
0
 ～
 
 
  
4
7)

(
 
 3
 
～
 1
4
)

(
  
0 
～
 
  
 
92
)
(
 
 2
 
～
 1
83
)

3
6

6
8

3
5

(
 
 0
 
～
  
  
2
3)

( 
 
0 
～
 
  
 1
6
)
(
  
0
 ～
 
 
  
1
9)

(
 
 0
 
～
 8
)

(
  
0 
～
 
  
 
11
)
(
 
 0
 
～
 1
0)

3
23

4
6
8

46
0

4
89

3
9
0

4
18

(
 
26
 
～
 1
,1
3
6)

( 
4
3 
～
 
2,
12
4
)
(
 5
1
 ～
 
1
,7
1
1)
( 
 
36
 
～
 1
7
68
)

(
 3
5 
～
 
1,
9
13
)
( 
 
46
 
～
 1
95
1
)

ｲ
ﾎ
ﾞｳ
ﾐ
ﾆﾅ

ｲﾎ
ﾞ
ｳﾐ
ﾆ
ﾅ

ｲ
ﾎﾞ
ｳ
ﾐﾆ
ﾅ

ｲﾎ
ﾞｳ
ﾐ
ﾆﾅ

ｲ
ﾎﾞ
ｳﾐ
ﾆ
ﾅ

ｲ
ﾎ
ﾞｳ
ﾐ
ﾆﾅ

ﾍ
ﾅ
ﾀﾘ
ｶ
ﾞｲ

ﾍﾅ
ﾀ
ﾘｶ
ﾞ
ｲ

ﾍ
ﾅﾀ
ﾘ
ｶﾞ
ｲ

Ce
ra
to
ne
re
is
 s
p
.
ﾍ
ﾅﾀ
ﾘｶ
ﾞ
ｲ

ﾍ
ﾅ
ﾀﾘ
ｶ
ﾞｲ

Ce
ra
to
ne
re
is
 s
p
.
Ce
ra
to
ne
re
is
 
sp
.
Ce
ra
to
ne
re
is
 
s
p.
ﾍﾅ
ﾀﾘ
ｶ
ﾞｲ

ｺ
ｹﾞ
ﾂﾉ
ﾌ
ﾞｴ
ｶ
ﾞｲ

Ce
ra
to
ne
re
is
 s
p
.

He
te
ro
ma
st
us
 s
p
.
Ar
ma
nd
ia
 
s
p.

Ar
ma
nd
ia
 s
p
.

ｼﾘ
ｽ亜
科

Ce
ra
to
ne
re
is
 
s
p.
Ar
ma
nd
ia
 s
p.

ﾐ
ﾅ
ﾐｺ
ﾒ
ﾂｷ
ｶﾞ
ﾆ

ﾘ
ｭｳ
ｷ
ｭｳ
ｳ
ﾐﾆ
ﾅ

Ar
ma
nd
ia
 
s
p.

ﾐ
ﾅﾐ
ｺﾒ
ﾂ
ｷｶ
ﾞ
ﾆ

ｲ
ﾎ
ﾞｳ
ﾐ
ﾆﾅ

ｲﾎ
ﾞ
ｳﾐ
ﾆ
ﾅ

ｲ
ﾎﾞ
ｳ
ﾐﾆ
ﾅ

ｲﾎ
ﾞｳ
ﾐ
ﾆﾅ

ｲ
ﾎﾞ
ｳﾐ
ﾆ
ﾅ

ｲ
ﾎ
ﾞｳ
ﾐ
ﾆﾅ

ﾍ
ﾅ
ﾀﾘ
ｶ
ﾞｲ

ﾍﾅ
ﾀ
ﾘｶ
ﾞ
ｲ

ﾍ
ﾅﾀ
ﾘ
ｶﾞ
ｲ

ﾍﾅ
ﾀﾘ
ｶ
ﾞｲ

ｺ
ｹﾞ
ﾂﾉ
ﾌ
ﾞｴ
ｶ
ﾞｲ

ｵ
ｷ
ｼｼ
ﾞ
ﾐ

So
le
te
ll
in
a 
pe
ta
li
na

ｽ
ﾀﾞ
ﾚ
ﾊﾏ
ｸ
ﾞﾘ

ｵ
ｷｼ
ｼﾞ
ﾐ

湿
重
量
か
ら
み
た
主
な
出
現
種

 
軟
体
動
物
門

 
環
形
動
物
門

 
節
足
動
物
門

 
そ
の
他

 
合
計

 
軟
体
動
物
門

平
成
1
4年
度

H
1
4.
8

H1
5
.1

 
合
計

 
環
形
動
物
門

 
節
足
動
物
門

 
そ
の
他

平
成
1
2
年
度

H1
2
.7

H
13
.
1

平
成
1
3年
度
H
14
.1

H1
3.
8

個
体
数
か
ら
み
た
主
な
出
現
種

種
類
数

平
均
個
体
数

(個
体
/
0.
3
6ｍ
2 )
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（
注
）
１
．
表
中
の
数
字
は
、
種
類
数
に
つ
い
て
は
「
総
種
類
数
（
最
小
値
～
最
大
値
）
」
、
平
均
個
体
数
に
つ
い
て
は
「
平
均
値
（
最
小
値
～
最
大
値
）
」
を
示
し
て
い
る
。
 

２
．
主
な
出
現
種
は
、
個
体
数
の
組
成
比
が
上
位
５
種
（
た
だ
し
個
体
数
組
成
比
５
％
以
上
）
の
も
の
と
し
た
。
 

 



 

資
料
 
2
4
 
 
メ
イ
オ
ベ
ン
ト
ス
調
査
結
果
 

  
 
調
査
項
目
    体      

調
査
時
期
 

平
成
1
3年
度

44
4
6

37
40

52
55

( 
 
  
 1
7 
～
 
  
  
28
)
(
  
  
 
17
 ～
 
  
 
 2
7)
( 
  
  
1
8 
～
  
 
  
25
)
(
  
  
 1
6 
～
 
  
  
26
)
( 
  
  
1
8 
～
  
  
 
31
)

( 
  
 
 1
2 
～
  
 
  
33
)

32
,0
51

3
3,
29
2

4
1
,0
11

40
,3
09

3
0
,4
56

51
,8
55

( 
1
2,
10
4 
～
 
75
,3
86
)
(
 1
4,
5
17
 ～
 
55
,
72
6)

(
 6
,4
2
9 
～
 1
9
6,
25
4)
(
 1
4,
09
8 
～
 
87
,5
34
)
( 
17
,6
5
0 
～
 4
5,
0
88
)

( 
24
,
20
3 
～
 7
9
,5
27
)

有
孔
虫
目

有
孔
虫
目

同
定
不
能
の
卵

有
孔
虫
目

有
孔
虫
目

線
虫
鋼

線
虫
綱

線
虫
綱

有
孔
虫
目

線
虫
綱

線
虫
綱

有
孔
虫
目

ﾊ
ﾙﾊ
ﾟｸ
ﾁｽ
亜
目

ﾊ
ﾙﾊ
ﾟ
ｸﾁ
ｽ亜
目

線
虫
綱

同
定
不
能
の
卵

ｶ
ｲ
ｱｼ
目
の
ﾉｰ
ﾌ
ﾟﾘ
ｳｽ
幼
生

同
定
不
能
の
卵

ｶ
ｲｱ
ｼ目
の
ﾉｰ
ﾌﾟ
ﾘｳ
ｽ幼
生
ｶ
ｲｱ
ｼ
目
の
ﾉｰ
ﾌﾟ
ﾘ
ｳｽ
幼
生
ｶｲ
ｱｼ
目
の
ﾉ
ｰﾌ
ﾟﾘ
ｳｽ
幼
生

ｶ
ｲｱ
ｼ目
の
ﾉｰ
ﾌﾟ
ﾘｳ
ｽ幼
生

繊
毛
虫
門

繊
毛
虫
門

同
定
不
能
の
卵

肉
質
虫
亜
門

ｶｲ
ｱｼ
目
の
ﾉ
ｰﾌ
ﾟﾘ
ｳｽ
幼
生

H1
4.
8

H
15
.1

平
成
1
4年
度

H
14
.
1

H
13
.8

主
な
出
現
種

平
成
12
年
度

種
類
数

平
均
個
体
数

(
個
/
0.
00
8ｍ
2
)

H1
2.
7

H1
3
.1

（
注
）
１
．
表
中
の
数
字
は
、
種
類
数
に
つ
い
て
は
「
総
種
類
数
（
最
小
値
～
最
大
値
）
」
、
平
均
個
体
数
に
つ
い
て
は
「
平
均
値
（
最
小
値
～
最
大
値
）
」
を
示
し
て
い
る
。
 

２
．
主
な
出
現
種
は
、
個
体
数
の
組
成
比
が
上
位
５
種
（
た
だ
し
個
体
数
組
成
比
５
％
以
上
）
の
も
の
と
し
た
。
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2
5
 
 
ミ
ク
ロ
ベ
ン
ト
ス
調
査
結
果
 

  
種
類         

調
査
時
期
 

平
成
1
3
年
度

 
調
査
項
目

8
8

7
1
1

7
8

(
 
  
 
  
4
 ～
 
  
 
  
 
6)
(
  
 
  
 
4 
～
  
 
  
 
 7
)
(
  
 
  
 
4 
～
  
 
  
 
 7
)
(
 
  
 
  
5 
～
 
  
 
  
 
9)
(
 
  
 
  
4
 ～
 
  
 
  
 
7)
(
  
 
  
 
5 
～
  
 
  
 
 8
)

35
,
96
4

2
9
,5
04

2
8
,8
9
8

51
,7
6
0

53
,
21
3

3
7
,0
4
8

(
 
 4
,
80
0
 ～
 
11
9
,0
0
0)
(
 1
1
,8
8
0 
～
  
6
9,
2
80
)
(
 1
6
,6
8
0 
～
  
5
6,
4
80
)
(
 
33
,
24
0 
～
 
 9
5
,4
0
0)
(
 4
,
47
5
 ～
 
 1
7
6,
4
40
)
(
 1
0
,9
8
3 
～
  
7
5,
9
60
)

有
孔
虫
目

有
孔
虫
目

有
孔
虫
目

有
孔
虫
目

有
孔
虫
目

有
孔
虫
目

肉
質
虫
亜
門

肉
質
虫
亜
門

繊
毛
虫
門

繊
毛
虫
門

繊
毛
虫
門

線
虫
鋼

繊
毛
虫
門

繊
毛
虫
門

肉
質
虫
亜
門

肉
質
虫
亜
門

肉
質
虫
亜
門

繊
毛
虫
門

線
虫
綱

線
虫
綱

線
虫
綱

線
虫
綱

線
虫
綱

肉
質
虫
亜
門

H
14
.
8

H1
5.
1

平
成
1
4年
度

H
14
.
1

H1
3
.8

主
な
出
現
種

平
成
1
2
年
度

数

平
均
個
体
数

(個
体
/
0.
0
08
ｍ
2 )

H
12
.
7

H1
3
.1

  （
注
）
１
．
表
中
の
数
字
は
、
種
類
数
に
つ
い
て
は
「
総
種
類
数
（
最
小
値
～
最
大
値
）
」
、
平
均
個
体
数
に
つ
い
て
は
「
平
均
値
（
最
小
値
～
最
大
値
）
」
を
示
し
て
い
る
。
 

２
．
主
な
出
現
種
は
、
個
体
数
の
組
成
比
が
上
位
５
種
（
た
だ
し
個
体
数
組
成
比
５
％
以
上
）
の
も
の
と
し
た
。
 

 



資
料
 
2
6
 
 
微
小
藻
類
調
査
結
果
 

      調
査
時
期
 

平
成
1
3
年
度

 
調
査
項
目

7
1
0

8
2
3

2
3

2
0

(
 
  
2
 ～
 
 
  
 
5
)
( 
 
 1
 
～
  
 
 
 7
)
(
 
  
2
 
～
 
 
  
 
6
)
( 
 
 
4 
～
 
  
 
 1
2
)
(
  
 
5
 ～
 
 
  
 
12
)
(
 
 
 7
 
～
  
 
 
 1
0
)

18
8

6
1
6

1
67

2
,3
1
3

5
,
93
7

1
2,
1
1
4

(
 
 3
1
 ～
 
 
 3
6
7
)
( 
 
82
 
～
 3
,
1
39
)
(
 
 4
0
 
～
 
5
92
)

(
  
2
0
5 
～
 
15
,
32
6
)
(
 
 
10
1
9
 ～
 
1
9,
0
96
)
(
  
1
9
58
 
～
 5
8
,
24
6
)

Am
ph
or
a
 
s
p
.

Fr
ag
il
ar
ia
 
s
p.

Na
vi
cu
la
 
s
p.

Op
ep
ho
ra
 
s
p
.

Na
vi
cu
la
 s
p.
 

Na
vi
cu
la
 s
p.
  
  
  
  

Na
vi
cu
la
 
s
p.

Am
ph
or
a
 
sp
.

Ni
tz
sc
hi
a
 
sp
.

Na
vi
cu
la
 s
p
.

Op
ep
ho
ra
 s
p.

ｸﾛ
ｵ
ｺ
ｯｶ
ｽ
目

Ni
tz
sc
hi
a
 
sp
.

Na
vi
cu
la
 s
p
.

羽
状
目

羽
状
目

Am
ph
or
a 
sp
. 
  
  
  
  
羽
状
目

羽
状
目

Ni
tz
sc
hi
a
 
s
p
.

Am
ph
or
a
 
s
p
.

Ni
tz
sc
hi
a
 
s
p
.

羽
状
目

Am
ph
or
a 
sp
. 
  
  
  
  

羽
状
目

Pl
eu
ro
si
gm
a
 
s
p
.
Pl
ag
io
gr
am
ma
 
s
p
.

Ni
tz
sc
hi
a 
sp
. 

H
14
.
8

H
1
5
.1

平
成
14
年
度

H
1
3.
8

主
な
出
現
種

平
成
1
2
年
度

種
類
数

平
均
細
胞
数

(細
胞
/
c
ｍ
3
)

H
1
2.
7

H1
3
.
1

（
注
）
１
．
表
中
の
数
字
は
、
種
類
数
に
つ
い
て
は
「
総
種
類
数
（
最
小
値
～
最
大
値
）
」
、
平
均
細
胞
数
に
つ
い
て
は
「
平
均
値
（
最
小
値
～
最
大
値
）
」
を
示
し
て
い
る
 

２
．
主
な
出
現
種
は
、
細
胞
数
の
組
成
比
が
上
位
５
種
（
た
だ
し
細
胞
数
組
成
比
５
％
以
上
）
の
も
の
と
し
た
。
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バ
ク
テ
リ
ア
調
査
結
果
 

調
査
時
期
 

 
調
査
項
目

H
1
2
.
7

H
1
3
.
1

H
1
3
.
8

H
1
4
.
1

H
1
4
.
8

H
1
5
.
1

好
気
性
バ
ク
テ
リ
ア
(
C
F
U
/
g
)

1
.4
×
1
06

6
.2
×
1
05

4
.1
×
1
06

1
.6
×
1
07

1
.5
×
10
7

4
.
2×
1
0
7

嫌
気
性
バ
ク
テ
リ
ア
(
C
F
U
/
g
)

5
.3
×
1
05

9
.5
×
1
04

1
.1
×
1
05

5
.5
×
1
06

4
.9
×
10
6

8
.
1×
1
0
6

平
成
1
2
年
度

平
成
1
3
年
度

平
成
1
4
年
度

   

 



 資料 28(1) 目視観察結果（植物：平成 12 年度夏季） 

 

 

 

 

 

 

 ｱﾅ

 ﾋﾒ

 

 

調査年月日：平成12年7月17～19日
調査点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

調査月日 7.19 7.18 7.17 7.18
観察時刻 13:30 12:10 14:40 13:55 13:15 11:30 12:10 13:25 12:30 11:50
天候 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ
シルト + ++ +
細　砂 + ++ +++ + +++ +++ +++ +++ +++ +++

底質状況 粗　砂 ++ + + ++ + + + + ++
礫・サンゴ片 + + + +++ ++ ++ ++ + + ++
転　石 + + + + +
岩　盤

浮泥被覆 +
シルト混入 +++
貝殻混入 + + + + + + + + +
底質汚濁

還元層となる深さ（cm） 0.5 0.5 5.0 2.5 1.0 >20 >20 3.0 5.0 3.0
生息孔 + ++ + + + ++ ++ ++ +
種名 出現頻度

ｱｵｻ r r 2
ｱﾐｱｵｻ r r r 3
ﾐﾄﾞﾘｹﾞ + 1
ﾊﾓｸ - + 2
ﾊｲﾃﾝｸﾞｻ r + + + 4
ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ + 1

 種類数 0 0 1 2 3 4 2 1 0 0 6
注）1.底質状況～-:みられない、+:わずかにみられる、++:比較的多い、+++:大半を占める
　　2.底質汚濁～ -:汚れていない、+:わずかに汚れている、++:汚れている、+++:かなり汚れている
　　3.生息孔、生物出現状況～ cc:非常に多い、c:多い、+:普通、r:少ない、rr:非常に少ない

 

 資料 28(2) 目視観察結果（植物：平成 12 年度冬季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成13年1月23～25日
調査点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

調査月日 1月23日 1月24日 1月23日 1月25日
観察時刻 10:20 11:55 11:15 12:50 23:30 10:15 11:30 1:10 12:30 2:10
天候 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ
シルト + +++ +
細　砂 + +++ + ++ +++ +++ +++ +++ +++

底質状況 粗　砂 ++ + ++ + ++
礫・サンゴ片 + + + +++ ++ ++ ++ + + ++
転　石 + + + + +
岩　盤

浮泥被覆 +
シルト混入 +++
貝殻混入 + + + + + + + + +
底質汚濁

還元層となる深さ（cm） 4.0 0.5 0.5 1.0 1.0 >20 >20 10.0 7.0 3.0
生息孔 + + ++ + + + ++ ++ ++ +
種名 出現頻度

ﾋﾄｴｸﾞｻ + + r + r 5
ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ rr r r r r r + + 8
ﾋﾗｱｵﾉﾘ rr rr 2
ｱﾅｱｵｻ rr + r + + + r r 8
ｱﾐｱｵｻ r + 2
ｼｵｸﾞｻ属 r r 2
ﾐﾄﾞﾘｹﾞ + + 2
ｷｯｺｳｸﾞｻ r 1
ｲｿｽｷﾞﾅ r rr rr r + 5
ﾋﾒﾊﾓｸ r r 2
ﾊｲﾃﾝｸﾞｻ r r r r 4
ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ + 1

 種類数 2 2 2 8 6 5 4 4 5 4 12
注）1.底質状況～-:みられない、+:わずかにみられる、++:比較的多い、+++:大半を占める
　　2.底質汚濁～ -:汚れていない、+:わずかに汚れている、++:汚れている、+++:かなり汚れている
　　3.生息孔、生物出現状況～ cc:非常に多い、c:多い、+:普通、r:少ない、rr:非常に少ない

1月24日 1月24日
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 資料 28(5) 目視観察結果（植物：平成 14 年度夏季） 

 

 

 

 

 
緑

 

 紅

 

調査年月日：平成14年8月21～23日
調査点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

調査月日 8月23日 8月22日 8月22日 8月22日 8月22日 8月21日 8月21日 8月21日 8月23日 8月23日
観察時刻 10:10 10:15 11:20 13:45 12:45 11:00 12:30 13:35 13:10 12:05
天候 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 快晴 晴
シルト +++
細　砂 +++ + ++ +++ +++ +++ +++ ++

底質状況 粗　砂 +++ ++ +++ ++ + + + +
礫・サンゴ片 + + + ++ + ++ + + + ++
転　石 + + + + +
岩　盤

還元層となる深さ（cm） >20 2.0 5.0 5.0 2.0 >20 >20 >20 >20 10.0
番号 門 生息孔 - ++ + + + + + + - - 出現頻
1 藻植物  ｱﾅｱｵｻ rr rr r 3
2  ｼｵｸﾞｻ属 r 1
3  ﾐﾄﾞﾘｹﾞ rr rr 2
4 褐藻植物  ｳｽﾕｷｳﾁﾜ rr 1
5  ﾋﾒﾊﾓｸ r 1
6 藻植物  ﾊｲﾃﾝｸﾞｻ rr rr rr rr 4

 種類数 0 2 3 0 2 3 0 0 0 2
注）1.底質状況～-:みられない、+:わずかにみられる、++:比較的多い、+++:大半を占める
　　2.生息孔、生物出現状況～ cc:非常に多い、c:多い、+:普通、r:少ない、rr:非常に少ない
　　3.出現頻度は、確認された地点数を示す。

度

 

 

 資料 28(6) 目視観察結果（植物：平成 14 年度冬季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成15年1月20-22日
調査点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

調査月日 1月22日 1月20日 1月20日 1月20日 1月22日 1月21日 1月22日 1月21日 1月21日 1月21日
観察時刻 12:40 13:55 14:55 15:50 15:00 12:10 13:45 15:15 13:30 14:15
天候 晴 晴 晴 晴 快晴 晴 晴 晴 晴 晴
シルト +++ +++
細　砂 + +++ +++ +++ +++ +++

底質状況 粗　砂 +++ ++ +++ +++
礫・サンゴ片 + + +++ + ++ + ++ + +++
転　石 + + + ++ ++ + + ++ ++
岩　盤

還元層となる深さ（cm） 1.0 1.0 3.0 1.0 2.0 >20 >20 >20 13.0 7.0
番号 門 生息孔 + ++ + + + ++ + + + ++ 出現頻
1 藍藻植物 ﾗﾝ藻綱 r 1
2 緑藻植物 ﾋﾄｴｸﾞｻ + rr + + r 5
3 ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ + c r + + + 6

4 ｱｵﾉﾘ属 r r r r r + 6
5 ｱﾅｱｵｻ r r 2
6 ｱｵｻ属 r r ｒ ｒ ｒ

7 ｼｵｸﾞｻ属 r r 2
8 ﾐﾄﾞﾘｹﾞ r r r rr 4
9 ｷｯｺｳｸﾞｻ rr 1

10 ｲｿｽｷﾞﾅ rr + + r + 5
11 ﾌﾃﾞﾉﾎ r r 2
12 褐藻植物 ｼｵﾐﾄﾞﾛ科 + rr 2

13 ﾌｸﾛﾉﾘ rr 1
14 ﾋﾒﾊﾓｸ rr r r 3

15 紅藻植物 ﾋﾒﾃﾝｸﾞｻ r rr 2
16 ﾊｲﾃﾝｸﾞｻ r r rr r 4
17 ｲﾊﾞﾗﾉﾘ科 r + 2

18 ｿｿﾞ属 rr 1
19 種子植物 ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ + rr r 3
20 ｺｱﾏﾓ rr 1

 種類数 4 5 3 2 12 4 8 6 3 5
注）1.底質状況～-:みられない、+:わずかにみられる、++:比較的多い、+++:大半を占める
　　2.生息孔、生物出現状況～ cc:非常に多い、c:多い、+:普通、r:少ない、rr:非常に少ない

　　3.出現頻度は、確認された地点数を示す。

度

5
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資料 29(1) 目視観察結果（動物：平成 12 年度夏季） 
調査年月日：平成12年7月17～19日

調査点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

調査月日 7.18
観察時刻 13:30 12:10 14:40 13:55 13:15 11:30 12:10 13:25 12:30 11:50
シルト + ++ +
細　砂 + ++ +++ + +++ +++ +++ +++ +++ +++

底質状況 粗　砂 ++ + + ++ + + + + ++
礫・サンゴ片 + + + +++ ++ ++ ++ + + ++
転　石 + + + + +
岩　盤

浮泥被覆 +
シルト混入 +++
貝殻混入 + + + + + + + + +
底質汚濁

還元層となる深さ（cm） 0.5 0.5 5.0 2.5 1.0 >20 >20 3.0 5.0 3.0
生息孔 + ++ + + + ++ ++ ++ +
種名 出現頻度

ﾋﾗﾑｼ目 r 1
ｲｿｱﾜﾓﾁ科 r r r 3
ｵﾆﾋｻﾞﾗｶﾞｲ r 1
ｵｷﾅﾜｲｼﾀﾞﾀﾐｶﾞｲ + + 2
ｶﾝｷﾞｸｶﾞｲ + + + + r r r + 8
ﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ r rr r r + r r 7
ｺｼﾀﾞｶｱﾏｶﾞｲ r r 2
ﾘｭｳｷｭｳｳﾐﾆﾅ + + 2
ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ c cc c c c c 6
ｲﾄｶｹﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ + 1
ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ cc c cc + + 5
ｶﾆﾓﾘｶﾞｲ類 + + + + + 5
ｺｹﾞﾂﾉﾌﾞｴｶﾞｲ + 1
ｶﾆﾉﾃﾑｼﾛｶﾞｲ r r 2
ﾎｳｼｭﾉﾀﾏｶﾞｲ r rr rr 3
ﾊﾅﾋﾞﾗﾀﾞｶﾗｶﾞｲ + + +
ﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼ + +
ｼﾏﾍﾞｯｺｳﾊﾞｲ + r r r 4
ｶﾘｶﾞﾈｴｶﾞｲ + + + 3
ｳﾛｺｶﾞｲ科 r r
ﾁﾁﾞﾐｳﾒﾉﾊﾅｶﾞｲ rr rr 2
ﾘｭｳｷｭｳﾊﾞｶｶﾞｲ r 1
ﾀﾏﾏｷｶﾞｲ r r r r r 5
ﾘｭｳｷｭｳｼﾗﾄﾘｶﾞｲ r r r 3
ﾘｭｳｷｭｳﾏｽｵｶﾞｲ r 1
ｵｷｼｼﾞﾐ + + 2
ｱﾗｽｼﾞｹﾏﾝｶﾞｲ + + + + + + 6
ﾎｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ rr rr 2
ｶﾉｺｱｻﾘ rr rr 2
ｽﾀﾞﾚﾊﾏｸﾞﾘ r r r 3
ﾋﾒｱｻﾘ r 1
Soletellina petalina + c 2
多毛類 + c + r + + + + 8
ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ科 + + + + + 5
ｽﾅﾓｸﾞﾘ属 + 1
ﾔﾄﾞｶﾘ科 + + + c c + + + + 9
ﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ + r r + + r r 7
ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属 r 1
ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 + 1
ﾋﾒﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ + + 2
ﾌﾀﾊﾞｵｻｶﾞﾆ + r
ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ r 1
ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ + + + c c 5
ﾂﾉﾒﾁｺﾞｶﾞﾆ + + 2
ｵｷﾅﾜﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ + + + + 4
ﾋﾒｼｵﾏﾈｷ + + c + 4
ﾙﾘﾏﾀﾞﾗｼｵﾏﾈｷ rr 1
ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ cc cc cc cc c 5
ﾊｼﾘｲﾜｶﾞﾆ属 + + 2
ｿﾃﾞｶﾗｯﾊﾟ rr 1
ﾔﾜﾗｶﾞﾆ科 r 1

 種類数 19 15 12 21 17 17 7 12 9 17 51
注）1.底質状況～-:みられない、+:わずかにみられる、++:比較的多い、+++:大半を占める
　　2.底質汚濁～ -:汚れていない、+:わずかに汚れている、++:汚れている、+++:かなり汚れている
　　3.生息孔、生物出現状況～ cc:非常に多い、c:多い、+:普通、r:少ない、rr:非常に少ない

7.19 7.17 7.18

2

3
2

r 3
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資料 29(2) 目視観察結果（動物：平成 12 年度冬季） 

 

 

 

 

 

 

 ｲｿ

 ｶﾝ

 ﾘｭ

 ﾍﾅ

 ｶﾆ

 ｷｲ

 ｲﾎ

 ﾘｭ

 ｳﾒ

 ﾍﾗ

 ｱﾗ

 ﾋﾒ
ﾊﾅ

 ｸﾙ
ﾃｯ

 ﾔﾄ
ﾐﾅ

 ｵｳ
ﾋﾒ

 ﾒﾅ
ｺﾒ

 ｵｷﾋﾒ

 ﾊｼ

 

調査年月日：平成13年1月23～25日
調査点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

調査月日 1月23日 1月24日 1月23日 1月25日
観察時刻 10:20 11:55 11:15 12:50 23:30 10:15 11:30 1:10 12:30 2:10
シルト + +++ +
細　砂 + +++ + ++ +++ +++ +++ +++ +++

底質状況 粗　砂 ++ + ++ + ++
礫・サンゴ片 + + + +++ ++ ++ ++ + + ++
転　石 + + + + +
岩　盤

浮泥被覆 +
シルト混入 +++
貝殻混入 + + + + + + + + +
底質汚濁

還元層となる深さ（cm） 4.0 0.5 0.5 1.0 1.0 >20 >20 10.0 7.0 3.0
生息孔 + + ++ + + + ++ ++ ++ +
種名 出現頻度

ﾋﾗﾑｼ目 r 1
ｱﾜﾓﾁ科 r 1
ｵﾆﾋｻﾞﾗｶﾞｲ r 1
ｵｷﾅﾜｲｼﾀﾞﾀﾐｶﾞｲ + + 2
ｷﾞｸｶﾞｲ + + + + + + + + + 9
ﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ + + r 3
ｺｼﾀﾞｶｱﾏｶﾞｲ + 1
ｳｷｭｳｳﾐﾆﾅ + 1
ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ c c c c cc c 6
ｲﾄｶｹﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ + 1
ﾀﾘｶﾞｲ cc cc ｃ ｒ + c 6
ｶﾆﾓﾘｶﾞｲ類 + + + + + 5
ｺｹﾞﾂﾉﾌﾞｴｶﾞｲ + + 2
ﾉﾃﾑｼﾛｶﾞｲ + + r r 4
ﾎｳｼｭﾉﾀﾏｶﾞｲ r r r r r 5
ﾊﾅﾋﾞﾗﾀﾞｶﾗｶﾞｲ + + + 3
ﾛﾀﾞｶﾗｶﾞｲ + +
ﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼﾓﾄﾞｷ r r 2
ﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼ + + + 3
ﾞﾖｳﾊﾞｲ + 1
ｼﾏﾍﾞｯｺｳﾊﾞｲ + + r + 4
ｶﾘｶﾞﾈｴｶﾞｲ + + + 3
ｳｷｭｳﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ + 1
ｳﾛｺｶﾞｲ科 rr r rr 3
ｵﾊｸﾞﾛｶﾞｷ rr 1
ﾉﾊﾅｶﾞｲ r r
ﾀﾏﾏｷｶﾞｲ r r r + 4
ﾘｭｳｷｭｳｼﾗﾄﾘｶﾞｲ r 1
ｻｷﾞｶﾞｲ rr 1
ﾘｭｳｷｭｳﾏｽｵｶﾞｲ r 1
ｵｷｼｼﾞﾐ + 1
ｽｼﾞｹﾏﾝｶﾞｲ + + + r + 5
ﾎｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ r r 2
ｽﾀﾞﾚﾊﾏｸﾞﾘ + 1
ｱｻﾘ rr + 2
ｸﾞﾓﾘｶﾞｲ ｒ 1
多毛類 + c + + + + + + + 9
ﾏｴﾋﾞ科 r 1
ﾎﾟｳｴﾋﾞ科 + + + + r ｒ 6
ｽﾅﾓｸﾞﾘ属 r r r 3
ﾞｶﾘ科 + + + c + r + + 8
ﾐﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ r r r + 4
ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属 + 1
ｷﾞｶﾞﾆ科 ｒ 1
ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ + + 2
ﾌﾀﾊﾞｵｻｶﾞﾆ + + 2
ｶﾞｵｻｶﾞﾆ rr 1
ﾂｷｶﾞﾆ r + c r 4
ﾂﾉﾒﾁｺﾞｶﾞﾆ + + 2
ﾅﾜﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ + + 2
ｼｵﾏﾈｷ + + c + 4
ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ ｃ cc cc c cc cc cc 7
ﾘｲﾜｶﾞﾆ属 + r 2

 種類数 18 16 12 23 16 16 9 12 8 16 53
注）1.底質状況～-:みられない、+:わずかにみられる、++:比較的多い、+++:大半を占める
　　2.底質汚濁～ -:汚れていない、+:わずかに汚れている、++:汚れている、+++:かなり汚れている
　　3.生息孔、生物出現状況～ cc:非常に多い、c:多い、+:普通、r:少ない、rr:非常に少ない

1月24日 1月24日

2

rr 3
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資料 29(5) 目視観察結果（動物：平成 14 年度夏季） 
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資料 29(6) 目視観察結果（動物：平成 14 年度冬季） 
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参考資料 

● 鳥類 
 
 
 
 

春 夏 秋 冬
総種類数 24 29 45 45
最大値 23 23 31 36
最小値 11 14 25 29
変動幅 12 9 6 7

監視項目 種類数
鳥類

注）総種類数は、平成 12 年度から平成 14 年度での各季節におけるのべ出現種類数である。 

 
 
 
 
 

春 夏 秋 冬
平均値 203 220 1023 1190
最大値 323 473 1705 2143
最小値 90 83 632 515
変動幅 233 390 1073 1628
標準偏差 92.67 120.24 348.18 575.14
変動係数 0.46 0.55 0.34 0.48

鳥類
個体数監視項目

 
● 海藻草類 
 
 
 
 
 

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8
平均値（被度％） 49 52 78 66 70 38 45 45
最大値（被度％） 70 65 85 75 75 50 45 -
最小値（被度％） 0 40 75 60 60 30 45 -
変動幅（被度％） 　　　　40 　　　　15 　　　　5 　　　　15 　　　　10 　　　　10 　　　　0 -

標準偏差（被度％） 26.91 10.30 4.00 5.83 5.48 8.29 0.00 -
変動係数 0.55 0.20 0.05 0.09 0.08 0.22 0.00 -

監視項目
海藻草類の主要構成種の生育被度（％）

● クビレミドロ 
 
 
 
 
 

監視項目 最大面積

平均値（m2） 12,817

最大値（m2） 16,750

最小値（m2） 9,060

変動幅（m2） 7,690

標準偏差（m2) 3,1
変動係数 0.25

42

注）各年度で、面積が最大なる月における結果である。 

● サンゴ 
 
 
 
 
 

St.1 St.2 St.3
平均値（被度％） 0 4
最大値（被度％） 0 5
最小値（被度％） 0 0
変動幅（被度％） 0 5 45

標準偏差（被度％） 0.00 2.00 21.77
変動係数 0.00 0.50 0.64

監視項目
生存被度（％）

34
55
5

St.1 St.2 St.3
平均値（被度％） 0 0
最大値（被度％） 0 0
最小値（被度％） 0 0
変動幅（被度％） 0 0 30

標準偏差（被度％） 0.00 0.00 11.66
変動係数 0.00 0.00 1.67

監視項目
死亡被度（％）

7
30
0

 監視項目

 
 

St.1 St.2 St.3
最大値 14 12 0
最小値 14 12 0
変動幅 3 2 4

出現種類数

 
※ 変動係数=母集団の標準偏差／母集団の平均  

 
 

資－50 



 
● 汽水生物等（種類数） 
 
 
 
 
 
 
 

魚類 甲殻類 軟体類 総種類数 魚類 甲殻類 軟体類 総種類数
最大値 11 17 12 40 9 12 10 30
最小値 8 11 7 27 8 11 8 2
変動幅 3 6 5 13 1 1 2 2

魚類 甲殻類 軟体類 総種類数 魚類 甲殻類 軟体類 総種類数
最大値 17 27 21 62 12 29 12 53
最小値 14 17 8 39 10 18 8 3
変動幅 3 10 13 23 2 11 4 1

St.16夏 St.16冬

監視項目

監視項目

St.15冬St.15夏

8

6
7

● 干潟底生生物 
マクロベントス：種類数 
 
 
 
 
 
 
 

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 St.10
最大値 22 19 14 34 28 26 12 17 16 31
最小値 4 18 9 21 19 17 9 11 7 9
変動幅 18.00 1.00 5.00 13.00 9.00 9.00 3.00 6.00 9.00 22.00

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 St.10
最大値 12 27 17 29 26 28 16 18 15 31
最小値 10 27 16 23 20 27 16 13 10 31
変動幅 2.00 0.00 1.00 6.00 6.00 1.00 0.00 5.00 5.00 0.00

監視項目
マクロベントス種類数（冬）

監視項目
マクロベントス種類数（夏）

マクロベントス：個体数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 St.10
平均値 260 1,587 417 417 482 436 86 64 54 109
最大値 472 1,913 513 713 750 590 113 89 64 241
最小値 41 1,136 253 195 283 305 51 38 35 26
変動幅 431 777 260 518 467 285 62 51 29 215
標準偏差 176 329 117 218 197 117 26 21 13 95
変動係数 0.68 0.21 0.28 0.52 0.41 0.27 0.30 0.32 0.25 0.87

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 St.10
平均値 189 1,946 627 418 384 504 163 98 40 415
最大値 275 2,124 719 574 414 522 239 123 43 630
最小値 103 1,768 534 261 354 485 86 73 36 200
変動幅 172 356 185 313 60 37 153 50 7 430
標準偏差 86 178 93 157 30 19 77 25 4 215
変動係数 0.46 0.09 0.15 0.37 0.08 0.04 0.47 0.26 0.09 0.52

監視項目
マクロベントス個体数（冬）

監視項目
マクロベントス個体数（夏）

 
 
 ※ 変動係数=母集団の標準偏差／母集団の平均 
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メイオベントス：種類数 
 
 
 
 
 
 
 
メイオベントス：個体数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミクロベントス：種類数 
 
 
 
 
 
 
 

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 St.10
最大値 25 27 23 27 29 28 29 29 26 37
最小値 18 17 14 20 21 21 18 21 19 28
変動幅 7.00 10.00 9.00 7.00 8.00 7.00 11.00 8.00 7.00 9.00

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 St.10
最大値 25 23 20 20 27 27 21 26 20 26
最小値 16 19 18 18 20 20 18 20 17 26
変動幅 9.00 4.00 2.00 2.00 7.00 7.00 3.00 6.00 3.00 0.00

監視項目
メイオベントス（冬）

監視項目
メイオベントス（夏）

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 St.10
平均値 17,045 99,807 12,061 24,413 25,011 43,334 30,019 33,558 26,040 33,775
最大値 24,063 196,254 17,650 30,812 30,740 46,723 30,390 38,349 39,515 35,607
最小値 13,470 27,780 6,429 16,668 20,688 38,190 29,826 30,597 12,772 31,030
変動幅 10,593 168,474 11,221 14,144 10,052 8,533 564 7,752 26,743 4,577
標準偏差 4,963 70,914 4,581 5,852 4,222 3,698 262 3,419 10,919 1,977
変動係数 0.29 0.71 0.38 0.24 0.17 0.09 0.01 0.10 0.42 0.06

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 St.10
平均値 20,267 57,794 14,308 25,922 28,199 46,292 48,546 32,767 50,717 43,196
最大値 24,585 87,534 14,517 35,390 30,456 48,058 64,474 36,991 55,726 48,995
最小値 15,949 28,053 14,098 16,454 25,942 44,525 32,618 28,542 45,707 37,397
変動幅 8,636 59,481 419 18,936 4,514 3,533 31,856 8,449 10,019 11,598
標準偏差 4,318 29,741 210 9,468 2,257 1,767 15,928 4,225 5,010 5,799
変動係数 0.21 0.51 0.01 0.37 0.08 0.04 0.33 0.13 0.10 0.13

監視項目
メイオベントス個体数（冬）

監視項目
メイオベントス個体数（夏）

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 St.10
最大値 6 6 6 5 5 5 7 5 7 6
最小値 5 4 5 4 4 5 6 4 5 4
変動幅 1.00 2.00 1.00 1.00 1.00 0.00 1.00 1.00 2.00 2.00

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 St.10
最大値 5 5 5 6 7 9 7 9 7 8
最小値 4 4 5 5 4 4 6 7 6 6
変動幅 1.00 1.00 0.00 1.00 3.00 5.00 1.00 2.00 1.00 2.00

監視項目
ミクロベントス種類数（冬）

監視項目
ミクロベントス種類数（夏）

ミクロベントス：個体数 

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 St.10
平均値 28,335 12,928 10,212 22,390 16,677 82,400 39,387 49,230 78,667 53,358
最大値 57,725 24,800 19,740 31,520 22,720 176,440 81,800 84,300 119,000 85,000
最小値 8,240 4,800 4,475 5,200 12,720 14,280 16,680 30,110 45,920 18,800
変動幅 49,485 20,000 15,265 26,320 10,000 162,160 65,120 54,190 73,080 66,200
標準偏差 21,244 8,583 6,784 12,163 4,341 68,692 30,016 24,832 30,313 27,105
変動係数 0.75 0.66 0.66 0.54 0.26 0.83 0.76 0.50 0.39 0.51

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 St.10
平均値 31,540 32,840 24,580 28,320 43,200 82,340 64,820 25,240 40,510 32,930
最大値 41,980 44,880 36,120 44,760 49,280 95,400 92,400 33,900 57,800 33,240
最小値 21,100 20,800 13,040 11,880 37,120 69,280 37,240 16,580 23,220 32,620
変動幅 20,880 24,080 23,080 32,880 12,160 26,120 55,160 17,320 34,580 620
標準偏差 10,440 12,040 11,540 16,440 6,080 13,060 27,580 8,660 17,290 310
変動係数 0.33 0.37 0.47 0.58 0.14 0.16 0.43 0.34 0.43 0.01

監視項目
ミクロベントス個体数（冬）

監視項目
ミクロベントス個体数（夏） 

 
 
 
 
 
 
 
 

※ 変動係数=母集団の標準偏差／母集団の平均 
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微小藻類：種類数 
 
 
 
 
 
 
 
微小藻類：個体数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
好気性バクテリア：コロニー形成数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 St.10
最大値 8 5 6 12 8 12 10 11 11 10
最小値 2 3 2 2 2 2 3 3 4 4
変動幅 6.00 2.00 4.00 10.00 6.00 10.00 7.00 8.00 7.00 6.00

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 St.10
最大値 5 8 8 10 4 12 9 7 6 12
最小値 3 3 1 3 4 6 4 6 6 7
変動幅 2.00 5.00 7.00 7.00 0.00 6.00 5.00 1.00 0.00 5.00

監視項目
微少藻類（冬）

監視項目
微少藻類（夏）

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 St.10
平均値 2,744 421 857 1,267 1,888 6,613 1,321 1,941 1,057 2,860
最大値 7,888 1,019 2,282 3,587 5,420 19,096 3,831 5,462 2,853 7,927
最小値 40 101 61 60 40 152 31 116 142 285
変動幅 7,848 918 2,221 3,527 5,380 18,944 3,800 5,346 2,711 7,642
標準偏差 3,639 423 1,010 1,641 2,498 8,828 1,775 2,491 1,270 3,583
変動係数 1.33 1.01 1.18 1.30 1.32 1.33 1.34 1.28 1.20 1.25

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 St.10
平均値 388 368 796 532 205 9,233 898 715 490 1,020
最大値 407 613 1,510 736 205 15,326 1,429 1,101 530 1,387
最小値 368 123 82 327 205 3,139 367 328 450 653
変動幅 39 490 1,428 409 0 12,187 1,062 773 80 734
標準偏差 20 245 714 205 0 6,094 531 387 40 367
変動係数 0.05 0.67 0.90 0.38 0.00 0.66 0.59 0.54 0.08 0.36

監視項目
微小藻類細胞数（冬）

監視項目
微小藻類細胞数（夏）

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 St.10
平均値 5,521,364 9,834,819 1,083,466 2,494,482 4,219,338 4,874,684 5,524,836 10,359,277 8,658,835 16,475,239

最大値 12,784,091 21,554,457 2,090,397 4,993,447 10,248,014 12,204,052 15,374,507 13,477,830 20,348,504 39,725,718

最小値 780,000 550,000 520,000 890,000 110,000 920,000 330,000 4,600,000 28,000 4,100,000

変動幅 12,004,091 21,004,457 1,570,397 4,103,447 10,138,014 11,284,052 15,044,507 8,877,830 20,320,504 35,625,718

標準偏差 5,214,883 8,746,163 713,691 1,790,650 4,355,665 5,188,052 6,968,258 4,077,093 8,573,139 16,451,972
変動係数 0.94 0.89 0.66 0.72 1.03 1.06 1.26 0.39 0.99 1.00

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 St.10
平均値 14,750,000 3,990,000 5,500,000 3,355,000 3,355,000 3,100,000 5,120,000 24,715,000 3,900,000 15,521,500

最大値 28,000,000 7,600,000 10,000,000 6,300,000 6,000,000 5,000,000 9,900,000 49,000,000 7,700,000 31,000,000

最小値 1,500,000 380,000 1,000,000 410,000 710,000 1,200,000 340,000 430,000 100,000 43,000

変動幅 26,500,000 7,220,000 9,000,000 5,890,000 5,290,000 3,800,000 9,560,000 48,570,000 7,600,000 30,957,000

標準偏差 13,250,000 3,610,000 4,500,000 2,945,000 2,645,000 1,900,000 4,780,000 24,285,000 3,800,000 15,478,500
変動係数 0.90 0.90 0.82 0.88 0.79 0.61 0.93 0.98 0.97 1.00

監視項目
好気性バクテリアコロニー形成数（冬）

監視項目
好気性バクテリアコロニー形成数（夏）

嫌気性バクテリア：コロニー形成数 

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 St.10
平均値 236,261 362,550 36,600 1,280,554 4,945,997 769,976 1,503,206 4,472,025 1,534,201 6,719,438

最大値 545,782 917,649 46,800 3,538,663 14,704,991 1,789,928 3,889,619 6,500,000 3,783,102 14,458,314

最小値 33,000 30,000 20,000 33,000 46,000 200,000 200,000 1,800,000 9,500 2,700,000

変動幅 512,782 887,649 26,800 3,505,663 14,658,991 1,589,928 3,689,619 4,700,000 3,773,602 11,758,314

標準偏差 222,418 395,075 11,840 1,599,653 6,900,671 722,877 1,689,837 1,972,072 1,623,447 5,473,582
変動係数 0.94 1.09 0.32 1.25 1.40 0.94 1.12 0.44 1.06 0.81

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 St.10
平均値 2,010,500 1,170,500 1,334,000 1,216,000 1,505,000 515,000 911,500 14,155,000 2,311,500 2,956,000

最大値 4,000,000 2,300,000 2,600,000 2,400,000 2,800,000 820,000 1,800,000 28,000,000 4,600,000 5,900,000

最小値 21,000 41,000 68,000 32,000 210,000 210,000 23,000 310,000 23,000 12,000

変動幅 3,979,000 2,259,000 2,532,000 2,368,000 2,590,000 610,000 1,777,000 27,690,000 4,577,000 5,888,000

標準偏差 1,989,500 1,129,500 1,266,000 1,184,000 1,295,000 305,000 888,500 13,845,000 2,288,500 2,944,000
変動係数 0.99 0.96 0.95 0.97 0.86 0.59 0.97 0.98 0.99 1.00

監視項目
嫌気性バクテリアコロニー形成数（冬）

監視項目
嫌気性バクテリアコロニー形成数（夏） 

 
 
 
 
 
 

※ 変動係数=母集団の標準偏差／母集団の平均 
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目視観察（植物）：種類数 
 
 
 
 

最大値 7 19
最小値 6 12
変動幅 1.00 7.00

夏 冬監視項目

目視観察（動物）：種類数 

最大値 73 56
最小値 51 53
変動幅 22.00 3.00

夏 冬監視項目 
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鳥類（水鳥）の時期別出現状況の経年変化

●鳥類

鳥類（水鳥）

監視項目 種類数

春 夏 秋 冬

総種類数 27 32 37 43

最大値 21 24 28 30

最小値 11 16 19 22

変動幅 10 8 9 8

鳥類（水鳥）

監視項目 個体数

春 夏 秋 冬

平均値 294 716 834 944

最大値 389 1295 1109 1543

最小値 149 498 483 701

変動幅 240 797 626 842

標準偏差 89 295 209 292

変動係数 0.30 0.41 0.25 0.31

注）沖縄県土地開発公社｢平成14年度　豊見城村地先開発事業環境監視調査業務（その6）｣鳥類調査　
　　Ｓｔ.5（漫湖）の水鳥データより
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表－7.2.1   土地または工作物の存在に係る事後調査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表－14.1.1   埋立地の利用に係る事後調査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典）中城湾港（泡瀬地区）公有水面埋立申請添付図書(6)環境保全に関し講じる措置を記載した図書 
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平成 15年 1月 14,16日調査 鳥類の上げ潮時の分布状況（平成 14年度：冬季） 

  

平成 14年 1月 8日調査 鳥類の上げ潮時の分布状況（平成 13年度：冬季） 
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Ⅱ.  事後調査結果（移植先の海草、藻場） 
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Ⅰ海草藻場の移植・保全について 

1.海草藻場の保全の方針と移植計画 

1.1 海草藻場の保全の方針 

 海草藻場は、多様な生物の生息場や幼稚魚の生育場などとして、生態系において重要な

役割をもっている。泡瀬地区における藻場の分布は図 1.1-1 のとおりであり、埋立事業に

よりその一部が消失することとなる。事業者としては、工事や事業に伴う環境変化が残さ

れる藻場に与える影響の低減に努めるため監視を行うとともに、埋立により消失する藻場

の密生・濃生域については埋立区域外の疎生域へできる限り移植を行い、もって泡瀬地区

の藻場生態系保全に努めることとしている。 

 次項以降に示す海草藻場移植の検討は、上記のように藻場生態系保全の一手段として位

置づけたものであり、そのまま埋立てれば消失する海草を有効利用し、事業に伴う影響を

低減しようとする考えに基づいている。 

 （海草藻場の保全の方針） 

○ 埋立工事中は海藻草類の生育している海域の水質の保全等に努めるとともに、海

流や波浪の変化などによる藻場への影響を把握しながら工事を進める。（平成 12

年度から監視点を設け、監視調査を実施中である。） 

○ 藻場機能の減少を低減するため、埋立区域内の藻場のうち濃生域の海草を移植し

藻場造成を図る。 

○ 常に生態系全体の状況を確認しながら事業を進め、海草の移植以外にも海草藻場

生態系に適した場の創出のための努力や生育域の自己拡大への配慮、並びに事業

の進捗により新たに生育条件の整った場の活用など、状況に応じて海草の移植以

外にも種々の対応策を講じる。 

 なお、過去の航空写真で把握される藻場分布の変遷は図 1.1-2 のとおりであり、分布域、

面積ともに絶えず変化し、一定していない。そのため、事業者としては毎年分布調査を行

い、現状を把握することとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1-1 泡瀬地区における海草藻場の分布（平成 14 年 11 月） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面積：214ha 

平成３年 

面積：77ha 

昭和５２年 

面積：212ha 

平成１１年 

面積：228ha 

平成５年 

 

 
図 1.1-2 航空写真から確認される藻場分布の変遷 
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1.2 移植計画 

(1)採取場所 

 移植は、生育被度 50％を越える濃密生域を対象に行うことを原則としている。平成 14

年 11 月の分布調査に基づく採取範囲は図 1.2-1 のとおりであり、平成 14 年度はこれに基

づき移植を行った。 

 なお、藻場の分布域や密度は変化することから、移植の実施段階では随時詳細な分布調

査を行い、具体的な採取場所を決定することとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.2-1 平成 14 年 11 月の分布調査に基づく海草採取範囲 

 



(2)移植場所 

 移植先としては、海草類の生態、本海域の分布実態やこれまでの実験結果より、以下の

条件を満たす場所を選定することとしている。 

ｲ)水深：C.D.L.-0.5m～-4.0m 

ﾛ)外力（台風時の底面せん断力）：40dyn/cm２以下 

ﾊ)底質：砂質かつ貫入試験において深度 5 ㎝以上が 20 回中 15 回以上 

ﾆ)その他自然藻場に近接していること等 

 平成 14 年度に行った適地評価による移植適地の範囲は図 1.2-2 のとおりであり、移植に

あたっては底質や藻場分布などの詳細な調査によって精査している。また、海草藻場の分

布は変化するため、現在の移植先候補地だけでは不足する可能性もあることから、移植地

としての可能性のある場所の適性を適宜検討するとともに、事業の進捗により新たに生育

条件の整った場の活用なども視野に入れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水深からみて移植に適さない範囲 

外力からみて移植に適さない範囲 

底質からみて移植に適さない範囲 
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図 1.2-2 適地評価による移植適地の範囲 
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2.平成 14 年度に移植した藻場の状況 

2.1 平成 14 年度の移植工事の概要 

 平成 14年度の移植工事では、平成 14年 12月 24 日から 15年 1月 31日にかけて、図 2.1-1

に示す位置で手植えにより移植を行った。 

 移植地は西防波堤背後に位置する区域であり、２ｍ×２ｍの小区画 59 個に千鳥格子状に

移植した（図 2.1-2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注）海草採取地の地盤高：C.D.L.-1.5～-0.8m 

  海草移植地の地盤高：C.D.L.-1.0～-0.8m  

図 2.1-1 平成 14 年度移植工事における採取地と移植地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一部に移植した区画

凡　例
注）１枠（１区画）は２ｍ×２ｍ  

全体に移植した区画
 

図 2.1-2 移植区画 
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2.2 モニタリング調査結果 

(1) 海草の生育状況 

 移植区画ごとに海草の生育状況を観察した結果に基づき、移植域全体での平均被度及び

生育面積の変化を整理した（表 2.2-1～2、図 2.2-1～4）。 

 移植約 1 カ月後にあたる平成 15 年 2 月以降の被度の変化をみると（図 2.2-1）、2 月から

5 月にかけて減少し、5 月から 6 月は横這いの状態にある。一方、生育面積では（図 2.2-2）、

2 月から 3 月には減少しているが、その後増加の傾向にある。 

 移植域のうち、2 区画（2ｍ×2ｍ枠）では海草分布のスケッチ（図 2.2-5）を行うととも

に、それに基づいた生育面積の変化を整理している（表 2.2-3、図 2.2-6）。その結果にお

いても、生育面積は 2 月、3 月と減少し、4 月、5 月は停滞傾向にあるが、その後 6 月に増

加がみられている。 

 なお、移植１カ月後に多くみられた葉の枯死は時間経過とともに減少している（表

2.2-4）ことから、初期の枯死は移植によるストレスが原因と考えられる。 
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表 2.2-1 移植域全体の海草生育被度（全区画の平均）の変化 

 

 

 

 

平成15年

調査年月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

生育被度(％) 28 23 18 15 15
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図 2.2-1 移植域全体の海草生育被度（全区画の平均）の変化 

 

 

 

表 2.2-2 移植域全体の海草生育面積（全区画の合計）の変化 

 

 

 

 

平成15年

調査年月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

生育面積(㎡) 95 84 85 90 97
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図 2.2-2 移植域全体の海草生育面積（全区画の合計）の変化 
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図 2.2-3(1)  移植区画の海草生育被度（1 カ月後～3 カ月後） 
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 凡　　　　　　例

： ２ｍ×２ｍコードラート : 被度10％未満

：岩 : 被度10％以上30％未満

：砂 : 被度30％以上50％未満

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2-3(2)  移植区画の海草生育被度（4 カ月後～5 カ月後、凡例） 
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図 2.2-4(1) 移植区画の海草生育面積（1 カ月後～3 カ月後） 
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 凡　　　　　　例

： ２ｍ×２ｍコードラート ： 1m2未満

：岩 ： 1m2以上2m2未満

：砂 ： 2m2以上3m2未満

： 3m2以上4m2未満

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2-4(2) 移植区画の海草生育面積（4 カ月後～5 カ月後、凡例） 
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平成 15 年 

1 月 15～16 日 
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生育被度　50%以上
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生育被度　10%未満
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図 2.2-5 2ｍ×2ｍ枠における海草分布のスケッチ 
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表 2.2-3 2ｍ×2ｍ枠における移植海草の生育面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：ｍ
2

平成15年
1月 2月 3月 4月 5月 6月

移植海草類　 50%以上 - - - - - -

St.2I 10-50％ 0.96 0.58 0.41 0.36 0.30 0.31
10%未満 - 0.10 0.16 0.13 0.14 0.43

合計面積 (㎡) 0.96 0.68 0.57 0.49 0.44 0.74
移植海草類　 50%以上 - 0.01 0.01 0.02 0.01 -

St.10H 10-50％ - 0.72 0.56 0.46 0.45 0.73
10%未満 - 0.10 0.17 0.19 0.24 0.70

合計面積 (㎡) - 0.83 0.74 0.67 0.70 1.43

調査年月
St.

 

 

 

 

 

（凡例）　　 移植海草類生育被度　50%以上
移植海草類生育被度　10-50％
移植海草類生育被度　10%未満
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図 2.2-6 2ｍ×2ｍ枠における移植海草の生育面積 

 

 

 

 

 

 

－13－



表 2.2-4(1) 各調査点の生育状況（1 ヵ月後） 

 
調査時期：平成15年2月7～10日

項目 調査点 1F 1G 1H 1I 1J 2F 2G 2H 2I 2J 3F 3G 3H 3I 3J 4E 4F 4G 4H 4I 4J

全体被度（％） 25 25 20 20 20 20 25 30 20 30 30 25 25 20 25 15 30 25 20 30 25

1 リュキュウスガモ 15 20 10 5 5 15 10 15 5 10 20 15 15 10 10 10 20 10 5 10 +

2 ベニアマモ +

3 リュウキュウアマモ + + 5 + 5 + + + + + + 5 10

4 ボウバアマモ 5 + 5 10 5 + 10 10 10 10 5 5 + 5 10 + + 10 10 10 10

5 ウミジグサ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

6 マツバウミジグサ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

葉枯れ状況 × × △ ○ ○ × △ △ △ ○ △ △ △ ○ ○ △ △ △ △ △ ○

地下茎の露出・剥離 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

移植海草類の埋没 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

面積（㎡） 1.2 1.2 1.0 1.0 1.0 1.0 1.2 1.4 1.4 1.6 1.6 1.4 1.4 1.2 1.6 0.6 1.6 1.4 0.8 1.6 1.4

項目 調査点 5F 5G 5H 5I 5J 6F 6G 6H 6I 6J 7F 7G 7H 7I 7J 8F 8G 8H 8I 8J

全体被度（％） 35 30 30 25 30 30 35 30 35 35 35 35 30 30 25 - - 25 30 30

1 リュキュウスガモ + 15 20 20 + + 10 + + + 15 20 - - + +

2 ベニアマモ + + + + + - - +

3 リュウキュウアマモ 30 25 10 + + 15 10 5 30 30 25 30 30 10 - - 10 20 25

4 ボウバアマモ + + + + + 10 15 5 5 + + + + - - 10 10 +

5 ウミジグサ + + + + + + + + + + + + + - - + +

6 マツバウミジグサ + + + + + + + + + + + + + - - + + +

葉枯れ状況 × × △ △ △ △ △ × × × × △ × △ ○ - - △ × △

地下茎の露出・剥離 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - ○ ○ ○

移植海草類の埋没 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - ○ ○ ○

面積（㎡） 2.6 1.6 1.4 1.4 1.6 1.6 2.0 1.8 1.8 1.8 2.2 2.4 1.8 1.6 1.4 - - 1.4 1.6 2.0

項目 調査点 9F 9G 9H 9I 9J 10F10G10H10I 10J 11F11G11H11I 11J 12F12G12H12I 12J

全体被度（％） 30 20 35 35 35 35 35 30 30 35 25 25 30 20 25 35 35 35 35 25

1 リュキュウスガモ 20 15 25 20 10 + 5 20 20 25 15 15 20 10 10 5 + + 5 10

2 ベニアマモ + + + + +

3 リュウキュウアマモ + 30 25 + + + + 25 25 25 20 +

4 ボウバアマモ + + 5 10 10 + + + + + + + + 5 10 + + + 5 10

5 ウミジグサ + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

6 マツバウミジグサ + + + + + + + + + + + + + + + + + +

葉枯れ状況 ○ △ △ ○ ○ △ × △ △ ○ △ △ △ △ △ × △ × × △

地下茎の露出・剥離 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

移植海草類の埋没 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

面積（㎡） 1.8 1.2 2.0 1.6 1.8 1.8 2.0 1.8 2.2 2.4 1.6 1.8 2.0 1.4 1.0 2.0 2.4 2.6 2.0 1.4

注） 葉枯れ状況｢50%以上：×、50%未満：△、ほとんどなし：○｣

波浪等による地下茎の露出｢露出部あり：×、ほとんどなし：○｣

波浪等による移植海草類の埋没｢埋没部あり：×、ほとんどなし：○｣
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表 2.2-4(2) 各調査点の生育状況（2 ヵ月後） 

 
調査時期：平成15年3月10日

項目 調査点 1F 1G 1H 1I 1J 2F 2G 2H 2I 2J 3F 3G 3H 3I 3J 4E 4F 4G 4H 4I 4J

全体被度（％） 25 20 15 20 15 10 20 20 20 25 25 20 20 20 20 10 25 20 15 25 20

1 リュキュウスガモ 15 15 5 5 5 + 5 5 5 5 15 10 10 + 10 5 15 5 5 10 +

2 ベニアマモ +

3 リュウキュウアマモ + + + + 5 + + 5 + + + 10

4 ボウバアマモ 5 + 5 10 5 + 10 10 10 10 5 5 + 5 5 + + 5 5 10 5

5 ウミジグサ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

6 マツバウミジグサ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

葉枯れ状況 × × △ ○ ○ × △ △ ○ ○ △ △ △ ○ ○ × △ △ △ △ ○

地下茎の露出・剥離 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

移植海草類の埋没 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

面積（㎡） 1.0 1.0 0.8 1.0 1.0 0.6 1.0 0.6 1.2 1.4 1.6 1.2 1.0 1.0 1.6 0.6 1.6 1.2 0.8 1.6 1.6

項目 調査点 5F 5G 5H 5I 5J 6F 6G 6H 6I 6J 7F 7G 7H 7I 7J 8F 8G 8H 8I 8J

全体被度（％） 25 20 25 20 25 20 25 25 30 30 30 30 20 25 20 - - 15 25 25

1 リュキュウスガモ + 10 10 15 + + 10 + + + 10 15 - - + + +

2 ベニアマモ + + + + + - - +

3 リュウキュウアマモ 20 15 10 + + 10 5 5 25 25 20 25 20 5 - - 5 10 20

4 ボウバアマモ + + + + + 5 10 + + 5 + + + + - - 10 10 +

5 ウミジグサ + + + + + + + + + + + + + + - - + +

6 マツバウミジグサ + + + + + + + + + + + + + - - + + +

葉枯れ状況 △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ - - △ △ △

地下茎の露出・剥離 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - ○ ○ ○

移植海草類の埋没 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - ○ ○ ○

面積（㎡） 1.6 1.4 1.2 1.2 1.6 1.0 1.4 1.6 1.4 1.6 1.6 2.2 1.4 1.4 1.0 - - 1.2 1.6 2.0

項目 調査点 9F 9G 9H 9I 9J 10F10G10H10I 10J 11F11G11H11I 11J 12F12G12H12I 12J

全体被度（％） 25 15 30 30 30 30 30 25 25 30 20 20 25 15 15 20 30 25 25 20

1 リュキュウスガモ 15 10 20 20 10 + 5 15 15 20 10 10 15 5 5 + + + + 10

2 ベニアマモ + + + + +

3 リュウキュウアマモ + 25 20 + + + + 10 20 15 15 +

4 ボウバアマモ + + 5 5 10 + + + + + + + + 5 5 + + + 5 5

5 ウミジグサ + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

6 マツバウミジグサ + + + + + + + + + + + + + + + + + +

葉枯れ状況 ○ △ △ ○ ○ × △ △ △ ○ △ △ △ ○ ○ △ △ △ △ △

地下茎の露出・剥離 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

移植海草類の埋没 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

面積（㎡） 1.8 1.2 1.8 2.0 1.8 1.8 2.0 1.8 2.2 2.2 1.4 1.6 2.0 1.2 1.2 1.4 2.2 1.6 1.6 1.4

注） 葉枯れ状況｢50%以上：×、50%未満：△、ほとんどなし：○｣

波浪等による地下茎の露出｢露出部あり：×、ほとんどなし：○｣

波浪等による移植海草類の埋没｢埋没部あり：×、ほとんどなし：○｣
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表 2.2-4(3) 各調査点の生育状況（3 ヵ月後） 

 
調査時期：平成15年4月28日

項目 調査点 1F 1G 1H 1I 1J 2F 2G 2H 2I 2J 3F 3G 3H 3I 3J 4E 4F 4G 4H 4I 4J

全体被度（％） 10 5 10 15 15 + 15 5 20 20 20 15 15 15 20 5 20 15 10 25 20

1 ウミヒルモ + + +

2 リュキュウスガモ 5 + + + 5 + + + + 5 10 5 5 + 10 + 10 + + 5 +

3 ベニアマモ +

4 リュウキュウアマモ + + + + 5 + + 5 + + + 5

5 ボウバアマモ + + + 10 5 + 5 + 10 10 5 5 + + 5 + + + + 10 5

6 ウミジグサ + + + + + + 5 + + + + + 5 + + + + + + + +

7 マツバウミジグサ + + + + + + + + + + + + + + + + + 5 + 5 +

葉枯れ状況 △ △ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地下茎の露出・剥離 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

移植海草類の埋没 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

面積（㎡） 1.0 0.6 0.6 1.0 1.0 0.1 1.0 0.4 1.2 1.4 1.8 1.2 1.0 1.0 1.4 0.6 1.4 1.2 1.0 2.0 1.8

項目 調査点 5F 5G 5H 5I 5J 6F 6G 6H 6I 6J 7F 7G 7H 7I 7J 8F 8G 8H 8I 8J

全体被度（％） 20 20 20 15 20 10 10 15 20 20 20 25 15 20 15 - + 15 25 25

1 ウミヒルモ +

2 リュキュウスガモ + 5 5 5 + + 5 + + + 5 5 - + + + +

3 ベニアマモ + + + + + - +

4 リュウキュウアマモ 15 15 10 + + + + + 10 15 10 15 10 5 - 5 10 20

5 ボウバアマモ + + + + + + + + + 5 + + + + - 5 10 +

6 ウミジグサ + + + + + + + + + + + + + + - + + +

7 マツバウミジグサ + + + + 5 + + + + + + + + - + + +

葉枯れ状況 △ △ △ ○ ○ ○ △ ○ △ △ △ △ △ △ ○ - ○ △ △ △

地下茎の露出・剥離 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

移植海草類の埋没 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

面積（㎡） 1.6 1.4 1.2 1.2 1.6 1.0 1.2 1.4 1.4 1.6 1.8 2.0 1.2 1.4 0.8 0.0 0.1 1.2 1.7 2.0

項目 調査点 9F 9G 9H 9I 9J 10F10G10H10I 10J 11F11G11H11I 11J 12F12G12H12I 12J

全体被度（％） 25 15 25 25 30 25 30 25 25 30 15 15 20 15 15 15 25 20 20 15

1 ウミヒルモ + + +

2 リュキュウスガモ 15 5 10 5 10 + 5 15 15 15 10 5 10 5 + + + + + 5

3 ベニアマモ + + + + +

4 リュウキュウアマモ + 20 20 + + + + 10 15 10 10 +

5 ボウバアマモ + + 5 10 10 + + + + + + + + + 5 + + + 5 5

6 ウミジグサ + + 5 5 + + + + + 5 + + + + + + + + + +

7 マツバウミジグサ + + + 5 + + + 5 + + + + + + + + + +

葉枯れ状況 ○ △ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ △ △ △ △ ○

地下茎の露出・剥離 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

移植海草類の埋没 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

面積（㎡） 1.8 1.4 1.8 2.4 2.4 2.0 2.6 2.0 2.2 2.6 1.2 1.6 2.0 1.2 1.4 1.4 2.4 1.6 1.6 1.4

注） 葉枯れ状況｢50%以上：×、50%未満：△、ほとんどなし：○｣

波浪等による地下茎の露出｢露出部あり：×、ほとんどなし：○｣

波浪等による移植海草類の埋没｢埋没部あり：×、ほとんどなし：○｣
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表 2.2-4(4) 各調査点の生育状況（4 ヵ月後） 

 調査時期：平成15年5月16日

項目 調査点 1F 1G 1H 1I 1J 2F 2G 2H 2I 2J 3F 3G 3H 3I 3J 4E 4F 4G 4H 4I 4J

全体被度（％） 5 5 5 15 15 + 10 + 15 20 15 10 10 10 20 5 15 10 10 25 20

1 ウミヒルモ + + + + + +

2 リュキュウスガモ + + + + 5 + + + + 5 10 5 5 + 10 + 5 + + 5 +

3 ベニアマモ

4 リュウキュウアマモ + + + + + + + 5 + + + 5

5 ボウバアマモ + + + 5 5 + + + 5 5 + + + + + + + + + 10 5

6 ウミジグサ + + + + + + 5 + + + + + 5 + + + + + + + +

7 マツバウミジグサ + + + + + + + + + + + + + + + + + 5 + 5 +

葉枯れ状況 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地下茎の露出・剥離 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

移植海草類の埋没 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

面積（㎡） 1.0 0.4 0.6 1.0 1.0 0.1 1.0 0.4 1.2 1.4 2.0 1.4 1.0 1.0 1.4 0.8 1.4 1.2 1.2 2.4 2.0

項目 調査点 5F 5G 5H 5I 5J 6F 6G 6H 6I 6J 7F 7G 7H 7I 7J 8F 8G 8H 8I 8J

全体被度（％） 15 15 15 10 15 10 10 15 20 20 20 20 10 15 5 + + 10 20 20

1 ウミヒルモ + + +

2 リュキュウスガモ + 5 + 5 + + 5 + + + 5 + + + + +

3 ベニアマモ + + + + +

4 リュウキュウアマモ 10 10 5 + + + + + 10 15 5 15 10 + + + 10 15

5 ボウバアマモ + + + + + + + + + 5 + + + + + + 5 +

6 ウミジグサ + + + + + + + + + + + + + + + + + +

7 マツバウミジグサ + + + + 5 + + + + + + + + + + + + +

葉枯れ状況 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ △

地下茎の露出・剥離 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

移植海草類の埋没 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

面積（㎡） 1.6 1.4 1.2 1.0 1.6 1.0 1.2 1.4 1.4 1.6 2.2 2.0 1.2 1.4 0.8 0.1 0.1 1.2 2.0 2.0

項目 調査点 9F 9G 9H 9I 9J 10F10G10H10I 10J 11F11G11H11I 11J 12F12G12H 12I 12J

全体被度（％） 25 10 20 25 30 25 30 25 20 25 10 15 15 10 10 10 25 15 15 10

1 ウミヒルモ + + + + +

2 リュキュウスガモ 10 + 10 5 10 + 5 15 10 10 5 5 5 + + + + + + +

3 ベニアマモ + + + + +

4 リュウキュウアマモ + 20 20 + + + + 5 10 5 5 +

5 ボウバアマモ + + + 5 10 + + + + + + + + + + + + + 5 +

6 ウミジグサ + + 5 5 + + + + + 5 + + + + + + + + + +

7 マツバウミジグサ + + + 10 + + + 5 + + + + + + 5 + + +

葉枯れ状況 ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○

地下茎の露出・剥離 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

移植海草類の埋没 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

面積（㎡） 2.0 1.4 2.0 3.0 2.8 2.2 3.0 2.4 2.2 3.0 1.0 1.6 2.0 1.4 1.6 1.4 2.4 1.6 1.6 1.4

注） 葉枯れ状況｢50%以上：×、50%未満：△、ほとんどなし：○｣

波浪等による地下茎の露出｢露出部あり：×、ほとんどなし：○｣

波浪等による移植海草類の埋没｢埋没部あり：×、ほとんどなし：○｣

+
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表 2.2-4(5) 各調査点の生育状況（5 ヵ月後） 

 調査時期：平成15年6月10日

項目 調査点 1F 1G 1H 1I 1J 2F 2G 2H 2I 2J 3F 3G 3H 3I 3J 4E 4F 4G 4H 4I 4J

全体被度（％） 5 + + 15 10 + 5 + 10 20 20 10 10 10 15 5 15 10 10 25 20

1 ウミヒルモ + + + + + + + +

2 リュキュウスガモ + + + + + + + + + 5 10 + + + 5 + 5 + + 5 +

3 ベニアマモ

4 リュウキュウアマモ + + + + + + + 5 + + + 5

5 ボウバアマモ + + + 5 + + + + + 5 + + + + + + + + + 10 5

6 ウミジグサ + + + + + + + + + + + + 5 + + + + + + + +

7 マツバウミジグサ + + + + + + + + + + 5 + + + + + + 5 + 5 +

葉枯れ状況 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ △ ○ ○ △ ○

地下茎の露出・剥離 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

移植海草類の埋没 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

面積（㎡） 1.0 0.4 0.6 1.0 1.0 0.1 1.2 0.4 1.4 1.8 2.4 1.6 1.4 1.4 1.6 1.0 1.8 1.6 1.6 2.8 2.2

項目 調査点 5F 5G 5H 5I 5J 6F 6G 6H 6I 6J 7F 7G 7H 7I 7J 8F 8G 8H 8I 8J

全体被度（％） 15 10 15 10 10 10 5 15 20 25 15 25 10 15 5 + + 10 20 20

1 ウミヒルモ + + +

2 リュキュウスガモ + + + + + + 5 + + + 5 + + + + +

3 ベニアマモ + + + + + +

4 リュウキュウアマモ 10 5 5 + + + + 10 15 5 15 10 + + + 10 15

5 ボウバアマモ + + + + + + + + + 5 + + + + + + 5 +

6 ウミジグサ + + + + + + + + + + + + + + + + + +

7 マツバウミジグサ + + + + 5 + + + + + + + + + + + + +

葉枯れ状況 △ △ △ ○ ○ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ △ △

地下茎の露出・剥離 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

移植海草類の埋没 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

面積（㎡） 1.6 1.4 1.2 1.0 1.8 1.4 1.0 1.4 1.4 1.6 2.2 2.4 1.4 1.6 0.8 0.1 0.1 1.6 2.0 2.4

項目 調査点 9F 9G 9H 9I 9J 10F10G10H10I 10J 11F11G11H11I 11J 12F12G12H12I 12J

全体被度（％） 20 10 15 25 30 25 30 25 20 25 10 10 15 10 10 10 25 15 15 10

1 ウミヒルモ + + + + +

2 リュキュウスガモ 10 + 10 5 10 + 5 15 10 10 + + 5 + + + + + + +

3 ベニアマモ + + + + +

4 リュウキュウアマモ + 20 20 + + + + 5 10 5 5

5 ボウバアマモ + + + 5 5 + + + + + + + + + + + + + 5 +

6 ウミジグサ + + + 5 + + + + + 5 + + + + + + + + + +

7 マツバウミジグサ + + + 10 5 + + 5 + + + + + + 5 + + +

葉枯れ状況 ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○

地下茎の露出・剥離 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

移植海草類の埋没 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

面積（㎡） 1.8 1.4 2.0 2.8 2.8 2.2 3.0 2.4 2.0 3.2 1.6 1.6 2.0 1.4 1.4 1.4 2.4 1.6 1.6 1.4

注） 葉枯れ状況｢50%以上：×、50%未満：△、ほとんどなし：○｣

波浪等による地下茎の露出｢露出部あり：×、ほとんどなし：○｣

波浪等による移植海草類の埋没｢埋没部あり：×、ほとんどなし：○｣

+
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(2) 藻場内生物の変化 

 2ｍ×2ｍ枠 2 箇所において、目視観察により大型底生生物の生息状況を調査した。種類

数、個体数密度の変化（図 2.2-7）をみると、共に増加傾向にある。 
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図 2.2-7 大型底生生物の種類数、個体数密度の変化（2ｍ×2ｍコードラート内） 
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2.3 まとめと今後の対応 

 平成 14 年度に手植え移植した海草は、移植直後に多かった葉の枯死が少なくなり、生育

面積は増加をはじめている。今後は継続して観察を続け、その後の成長を追跡確認する。 

 移植地の環境条件と海草の変化との関係をみると、生育停滞期にあった４月、５月には

底質貫入試験による藻場内の平均貫入深度が浅くなっており、５月には移植地選定にあた

っての目安とした 5cm 以上の貫入回数も少なくなっている（図 2.3-1）。砂面変動の測定結

果（図 2.3-2）でも４月以降数 cm の変動がみられることから、この時期に波浪や流れで砂

分が持ち去られ、礫分が相対的に増した可能性が考えられる。一方、生育面積が増加した

６月には貫入深度や貫入回数が回復しており、藻場の発達が底質と密接に関係しているこ

とがうかがえる。そのため、今後は海草の変化を継続して観察するとともに、底質の変化

にも注視することが重要と考えられる。 
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注）直径 8mm の鉄筋棒を用い、人力により１地点あたり 20 回行った貫入試験結果より作成。 

図 2.3-1 底質貫入試験結果 
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　　付表1-1  調査範囲全体における移植海草類の主要構成種と種別生育被度

種

平成15年
2月
平成15年
3月
平成15年
4月
平成15年
5月
平成15年
6月

ﾋﾙﾑｼﾛ科 ベニアマモ + + + + +

リュウキュウアマモ 10% 5% 5% + +

ボウバアマモ 5% 5% + + +

ウミジグサ + + + + +

マツバウミジグサ + + + + +

ﾄﾁｶｶﾞﾐ科 ウミヒルモ + + +

リュウキュウスガモ 10% 10% 5% + +

全体の生育被度 30% 20% 20% 15% 15%

出 現 種 数 6 6 7 7 7

注） 1.＋は被度5％未満を示す。
　　 2.被度表示は5％単位で示す。

付図1-1  調査範囲全体における藻場の生育被度変化
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注）St.10Hは平成15年2月以降調査を実施した。

付図1-2　　　主要構成種の葉長変化
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付表1-2　大型底生生物の出現状況
平成15年調査

2I 10H

門 綱 目 科 学名 和名 3月 5月 6月 3月 5月 6月

1 海綿動物 普通海綿 DEMOSPONGIAE 普通海綿綱 R R R

2 軟体動物 ﾏｷｶﾞｲ ｵｷﾅｴﾋﾞｽ ﾋﾒｱﾜﾋﾞｶﾞｲ Stomatella varia ﾋﾒｱﾜﾋﾞ 3 2

3 ｻﾗｻﾊﾞｲ Phasianella solida ｻﾗｻﾊﾞｲ 1 3

4 ﾆﾅ ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ VERMETIDAE ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ科

5 ﾊﾞｲ ﾀﾓﾄｶﾞｲ Euplica versicolor ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ 4 2 4 3

6 Pyrene testudinaria ﾏﾂﾑｼｶﾞｲ 3 3

7 ｲﾓｶﾞｲ Darioconus pennaceus ｱｼﾞﾛｲﾓｶﾞｲ 1

8 Virgiconus flavidus ｷﾇｶﾂｷﾞｲﾓｶﾞｲ 1

9 ﾆﾏｲｶﾞｲ ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ Pinctada fucata martensi ｱｺﾔｶﾞｲ 1

10 ｼｭﾓｸｶﾞｲ MALLEIDAE ｼｭﾓｸｶﾞｲ科 1 2 3

11 ﾐﾉｶﾞｲ LIMIDAE ﾐﾉｶﾞｲ科 1

12 ﾊﾏｸﾞﾘ ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ CHAMIDAE ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ科 1 1 1

13 ｲｶ ｺｳｲｶ ﾋﾒｲｶ Idiosepius pygmaeus paradoxus ﾋﾒｲｶ 1

14 節足動物 甲殻 ｴﾋﾞ ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Paranchistus sp. ﾎﾝｶｸﾚｴﾋﾞ属 1

15 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ Alpheus sp. ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 1

16 ﾔﾄﾞｶﾘ ANOMURA ﾔﾄﾞｶﾘ亜目 2 2 1 1 2

17 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ Thalamita sp. ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属 1

18 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ XANTHIDAE ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 1 1 3 1

19 ｼｬｺ STOMATOPODA ｼｬｺ目 1

20 棘皮動物 ﾋﾄﾃﾞ ｱｶﾋﾄﾃﾞ ｺﾌﾞﾋﾄﾃﾞ Protoreaster nodosus ｺﾌﾞﾋﾄﾃﾞ 3 1 1

21 ｳﾆ ﾎﾝｳﾆ ｻﾝｼｮｳｳﾆ Mespilia globulus ｺｼﾀﾞｶｳﾆ 1

22 TEMNOPLEURIDAE ｻﾝｼｮｳｳﾆ科 1

23 ﾅﾏｺ ﾏﾅﾏｺ ｸﾛﾅﾏｺ Bohadschia bivittata ﾌﾀｽｼﾞﾅﾏｺ 2

全個体数(個体/4m
2
) 4 10 15 6 11 23

出現種類数 2 7 11 4 6 14

注）R:被度５％未満を示す｡



付表1-3　　　砂面変動の測定結果

単位：cm

調査時期 平成15年

調査点 1月 2月 3月 4月 5月 6月

St.2I 0.0 0.0 0.0 -1.2 -3.0 -1.0

St.10H - 0.0 0.0 +1.4 -1.0 +1.0

注）　移植した月の砂面を基準（0cm）として、各月ごとに計算した。

付図1-3　　砂面変動 （St.2I, 10H）
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付表1-5　　底質粒度組成分析結果

調査点 Ｓｔ.　2I Ｓｔ.　10H

試 験 項 目 調査年月 Ｈ15.1月 2　　月 3　　月 4　　月 Ｈ15.2月 3　　月 4　　月

 中礫分 4.75～75mm 7.0    17.0    29.2    12.2    21.0    13.9    13.9    

粒 細礫分 2～4.75mm 8.8    9.0    10.2    10.2    10.3    7.0    6.2    

度 粗砂分 0.85～2mm 21.5    22.1    19.5    23.4    19.1    18.8    16.0    

組 中砂分 0.25～0.85mm 49.7    41.5    32.8    44.1    37.9    45.8    45.8    

成 細砂分 0.075～0.25mm 10.5    9.0    7.5    9.5    11.0    11.0    14.4    

（％）  シルト分 0.005～0.075mm

 粘土分 0.005mm未満

0.6270 0.8053 1.1993 0.7549 0.8633 0.6329 0.5547

付図1-4　　底質の粒径分布
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